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不正競争に基づく不当利得責任 

不
正
競
争
に
基
づ
く
不
当
利
得
責
任

大 

久 

保
　
　
邦
　
　
彦

一　

は
じ
め
に

　

不
正
競
争
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
民
法
七
〇
三
条
に
基
づ
き
、
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
不
正
競

争
防
止
法
は
「
不
正
競
争
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
行
為
類
型
を
限
定
列
挙
し
（
二
条
一
項
）、
不
正
競
争
に
よ
っ
て
営
業
上
の
利
益
を

侵
害
さ
れ
た
者
に
差
止
請
求
権
（
三
条
）・
損
害
賠
償
請
求
権
（
四
条
）
等
を
与
え
て
い
る
が
、
不
当
利
得
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
い
。

侵
害
者
に
故
意
・
過
失
が
な
い
た
め
に
、
あ
る
い
は
時
効
消
滅
に
よ
り
（
民
七
二
四
条
一
号
）、
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
な
い
場
合
に

は
、
不
当
利
得
を
認
め
る
実
益
も
あ
る
。
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
不
正
競
争
に
基
づ
く
不
当
利
得
返
還
請
求
を
認
容
し
た
も
の
は
な
い

が
、
不
正
競
争
に
基
づ
く
不
当
利
得
返
還
請
求
を
不
正
競
争
が
成
立
し
な
い
と
い
う
理
由
で
棄
却
し
た
も
の
は
あ
る
。
学
説
に
お
い
て

は
、
日
本
で
は
否
定
説
が
優
勢
で
あ
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
で
も
判
例
は
な
い
が
、
学
説
に
お
い
て
は
、
全
面
的
否
定
説
は
す
で
に
克
服

さ
れ
、
現
在
で
は
い
か
な
る
要
件
の
下
で
不
正
競
争
に
つ
い
て
不
当
利
得
が
成
立
す
る
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
と
ド

イ
ツ
法
圏
の
主
要
な
学
説
を
紹
介
・
検
討
し
た
後
、
や
や
広
い
見
地
か
ら
こ
の
問
題
に
対
し
て
考
察
を
加
え
、
問
題
解
決
の
た
め
に
検

討
す
べ
き
課
題
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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論　　　説

二　

学　

説

　

1　

否
定
説

　

日
本
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
は
活
発
で
は
な
い
が
、
民
法
学
で
は
否
定
説
が
優
勢
で
あ
る
。
否
定
説
を
決
定
づ
け
た
学
説

と
し
て
、
ま
ず
松
坂
説
を
引
用
す
る
。

　

ⓐ
ド
イ
ツ
で
は
、
他
人
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
規
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
民
法
第
八
二
三
条
二
項
の
意
味
で
の
単
な
る
保
護
的

地
位
（Schutzpositionen
）
は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
基
礎
と
し
て
役
立
ち
得
る
よ
う
な
割
当
を
含
ま
な
い
と
解
さ
れ
て
い

る
。
か
く
て
、
行
為
規
範
に
対
す
る
違
反
、
特
に
一
般
的
取
引
義
務
（allgem

eine V
erkehrspflicht

）
の
違
反
お
よ
び
不
正
競

業
は
不
法
行
為
で
は
あ
る
が
、
他
人
に
も
っ
ぱ
ら
割
当
て
ら
れ
た
財
貨
に
対
す
る
侵
害
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
不
当
利
得
返
還
請
求

権
を
生
じ
な
い
。

　

ⓑ
絶
対
権
で
あ
っ
て
も
財
貨
割
当
〔
割
当
内
容
〕
を
有
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
侵
害
の
場
合
に
不
当
利
得
法
的
保
護
を

欠
く
こ
と
が
あ
る
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
保
護
的
地
位
も
財
貨
割
当
〔
割
当
内
容
〕
を
語
り
得
る
程
度
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
財
貨
の
一
定
の
人
へ
の
独
占
的
割
当
が
存
す
る
こ
と
が
要
件
で
あ

る
。
か
か
る
要
件
が
存
す
る
か
ど
う
か
は
、
実
定
法
の
決
定
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　

松
坂
説
は
自
説
を
公
平
説
と
自
己
規
定
し
て
い
る
が
、「
給
付
利
得
返
還
請
求
権
」
と
「
給
付
以
外
の
事
由
に
よ
る
不
当
利
得
返
還

請
求
権
」
と
を
別
個
に
論
じ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
類
型
論
と
同
様
、
権
利
に
内
在
す
る
割
当
内
容
と
の
矛
盾
に
利
得
の
不
当
性
を
見

（
5
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出
し
て
い
る
。
侵
害
利
得
の
不
当
性
の
基
準
に
つ
い
て
は
割
当
内
容
説
と
違
法
性
説
と
が
対
立
し
て
い
る
が
（
後
述
）、
松
坂
は
割
当

内
容
説
と
同
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
を
含
む
保
護
法
規
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
単
な
る
保
護
的
地
位
に
は
割
当
内
容

が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
不
当
利
得
の
成
立
を
否
定
す
る
。
そ
の
際
、
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ケ
メ
ラ
ー
の
「
不
当
利
得
と
不
法

行
為
」
と
い
う
有
名
な
論
文
と
エ
ッ
サ
ー
の
『
債
務
法
』
の
教
科
書
で
あ
る
が
、
上
記
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
ケ
メ
ラ
ー
に
ほ
ぼ
同
一

の
文
章
が
あ
る
。

　

割
当
内
容
説
を
前
提
に
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
単
な
る
保
護
的
地
位
に
は
割
当
内
容
が
な
い
と
い
う
理
由

で
不
当
利
得
の
成
立
を
否
定
す
る
ケ
メ
ラ
ー
に
対
し
て
は
、
エ
ッ
サ
ー
、
ラ
イ
ザ
ー
等
の
支
持
が
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
は
通

説
で
あ
っ
た
。
日
本
の
類
型
論
に
属
す
る
見
解
の
多
く
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
割
当
内
容
説
を
前
提
に
し
つ
つ
、
不
正
競
争
に
つ
い

て
は
権
利
の
割
当
内
容
違
反
を
否
定
し
、
侵
害
利
得
は
成
立
し
な
い
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
ケ
メ
ラ
ー
は
、
保
護
法
規
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
単
な
る
保
護
的
地
位
が
割
当
内
容
を
語
り
得
る
程
度
に
強
化
さ
れ
た
場

合
に
は
不
当
利
得
の
基
礎
と
な
り
得
る
こ
と
を
、
各
論
的
に
も
認
め
て
い
る
。
ド
イ
ツ
旧
商
標
法
二
五
条
は
、
関
係
取
引
圏
に
お
い
て

他
人
の
同
一
ま
た
は
同
種
の
商
品
の
標
識
と
し
て
通
用
し
て
い
る
表
装
（A

usstattung

）
を
自
己
の
商
品
、
そ
の
包
装
、
容
器
、
看

板
、
価
格
表
、
営
業
書
類
な
ど
に
違
法
に
付
着
さ
せ
た
者
、
ま
た
は
当
該
表
装
が
違
法
に
付
着
さ
せ
ら
れ
て
い
る
商
品
を
流
通
に
置
い

た
者
は
、
表
装
使
用
者
の
請
求
に
よ
っ
て
、
そ
の
冒
用
行
為
を
差
し
止
め
ら
れ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・

学
説
は
、
同
条
に
基
づ
き
、
取
引
通
用
し
て
い
る
表
装
に
つ
き
排
他
的
効
力
を
有
す
る
標
識
権
（
表
装
権
）
の
成
立
を
認
め
る
に
至
っ

た
。
か
か
る
展
開
に
鑑
み
、
ケ
メ
ラ
ー
は
、
単
な
る
保
護
的
地
位
か
ら
排
他
的
権
利
に
発
展
し
た
表
装
が
冒
用
さ
れ
た
場
合
に
、
不
当

利
得
に
基
づ
き
相
当
の
使
用
料
の
支
払
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
た
。
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論　　　説
　

2　

肯
定
説

　

⑴　

日
本
の
知
的
財
産
法
学
説

　

日
本
の
知
的
財
産
法
学
に
お
い
て
は
、
不
正
競
争
の
一
部
の
類
型
に
つ
い
て
不
当
利
得
の
成
立
を
認
め
る
見
解
が
優
勢
で
あ
る
。

へ
ー
フ
ァ
ー
メ
ー
ル
が
競
争
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
肯
定
説
を
採
っ
て
い
た
こ
と
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
小
野
昌
延

は
営
業
秘
密
侵
害
・
混
同
惹
起
行
為
に
つ
き
、
山
本
庸
幸
は
商
品
等
表
示
・
商
品
形
態
・
営
業
秘
密
・
ド
メ
イ
ン
名
な
ど
の
使
用
料
・

実
施
料
が
観
念
で
き
る
不
正
競
争
行
為
に
つ
き
、
不
当
利
得
成
立
の
可
能
性
を
認
め
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
公
平
説
を
前
提
と
し
て
お

り
、
不
当
利
得
の
成
立
を
正
当
化
す
る
理
由
を
十
分
に
説
明
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
山
本
は
、
不
正
競
争
の
場
合
に
は
「
法
律
上

の
原
因
な
く
」
と
い
う
要
件
は
満
た
す
で
あ
ろ
う
と
理
由
も
示
さ
ず
に
述
べ
て
お
り
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
地
位

に
不
当
利
得
法
に
よ
る
保
護
が
及
ぶ
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
意
識
に
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
諏
訪
野
大
は
、
類
型
論
を
前
提

と
し
て
、
不
正
競
争
に
よ
っ
て
営
業
上
の
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
者
に
独
占
的
割
当
が
存
す
る
場
合
（
混
同
惹
起
行
為
・
著
名
表
示
冒
用

行
為
・
商
品
の
形
態
を
模
倣
し
た
商
品
を
譲
渡
等
す
る
行
為
・
営
業
秘
密
に
か
か
る
不
正
行
為
・
ド
メ
イ
ン
の
不
正
取
得
等
・
代
理
人

等
の
商
標
冒
用
行
為
）
に
つ
き
不
当
利
得
の
成
立
を
認
め
る
一
方
で
、
技
術
的
制
限
手
段
に
対
す
る
不
正
競
争
・
誤
認
惹
起
行
為
・
信

用
毀
損
行
為
に
つ
い
て
は
不
当
利
得
の
成
立
を
否
定
す
る
点
で
、
注
目
さ
れ
る
。

　

⑵　

違
法
性
説

　

割
当
内
容
説
に
よ
る
と
割
当
内
容
の
有
無
が
侵
害
利
得
の
成
否
を
決
す
る
が
、
割
当
内
容
が
あ
る
権
利
の
画
定
に
つ
い
て
は
割
当
内

容
説
の
内
部
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
人
格
権
や
営
業
権
の
侵
害
、
不
正
競
争
防
止
法
（
Ｕ
Ｗ
Ｇ
）
違
反
の
場
合
に
つ
き

意
見
が
対
立
す
る
。
か
か
る
学
説
状
況
に
鑑
み
、
ヤ
コ
ブ
ス
は
、「
割
当
内
容
は
そ
の
内
容
に
つ
き
補
充
を
要
す
る
の
で
、
ま
さ
に
す

（
23
）

（
24
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
29
）

（
30
）
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べ
て
を
基
礎
づ
け
得
る
し
、
そ
れ
ゆ
え
何
も
基
礎
づ
け
得
な
い
」
と
述
べ
、
衡
平
と
感
じ
ら
れ
る
任
意
の
結
論
を
正
当
化
す
る
「
割
当

内
容
」
を
魔
法
の
言
葉
（Zauberw

ort

）
だ
と
揶
揄
す
る
。
レ
ー
プ
も
、「
割
当
内
容
」
は
空
虚
な
定
式
（Leerform

eln

）
で
あ
り
、

法
適
用
者
は
そ
の
定
式
の
中
に
後
か
ら
引
き
出
し
た
い
も
の
を
読
み
込
む
（hineininterpretieren

）
こ
と
が
で
き
る
と
批
判
す
る
。

　

ヤ
コ
ブ
ス
自
身
は
違
法
性
説
に
立
ち
、
侵
害
利
得
の
不
当
性
を
侵
害
の
違
法
性
に
見
出
す
。
違
法
性
説
に
よ
る
と
、
絶
対
権
侵
害
だ

け
で
な
く
保
護
法
規
違
反
の
場
合
に
も
侵
害
利
得
が
成
立
し
得
る
た
め
、
不
正
競
争
の
場
合
も
当
然
に
侵
害
利
得
が
成
立
し
得
る
。
た

だ
し
、
違
法
行
為
に
よ
る
財
産
増
加
が
そ
の
要
件
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
ヤ
コ
ブ
ス
に
よ
る
と
、
保
護
法
規
違
反
に
つ
い
て
は
故
意
・

過
失
が
不
当
利
得
責
任
の
要
件
と
な
る
。

　

違
法
性
説
に
よ
る
と
、
違
法
行
為
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
利
益
が
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
人
も
他
人
の
権
利
に
対
す
る
違
法

な
侵
害
か
ら
利
益
を
得
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
命
題
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
侵
害
利
得
の
効
果
に
つ
き
、
割
当
内
容
説
は
権
利
等
の
客

観
的
価
値
の
返
還
を
認
め
る
（
客
観
的
価
値
説
）
の
に
対
し
て
、
違
法
性
説
は
利
得
者
の
収
益
返
還
（Gew

innherausgabe

）
を
認

め
る
（
主
観
的
価
値
説
）
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
命
題
は
、
利
得
者
か
ら
利
益
を
剥
奪
す
る
根
拠
に
は
な
る
が
、
剥
奪
し
た

利
益
の
帰
属
先
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
た
め
、
た
と
え
ば
、
不
正
競
争
に
よ
る
被
害
者
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
侵
害
者
が
取

得
し
た
利
益
を
被
害
者
間
で
ど
の
よ
う
に
分
配
す
る
か
と
い
う
難
問
を
生
じ
る
。
シ
ュ
ル
ツ
は
頭
割
り
を
提
案
す
る
が
、
そ
れ
が
可
能

な
の
は
被
害
者
の
数
が
確
定
で
き
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
確
定
が
不
能
な
ら
ば
、
解
釈
論
と
し
て
は
不
当
利
得
責
任
を
否
定
す
る

し
か
な
い
と
ヤ
コ
ブ
ス
は
い
う
。
つ
ま
り
、
違
法
性
説
に
お
い
て
も
、
不
当
利
得
責
任
の
限
界
づ
け
の
問
題
が
生
じ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
類
型
論
・
割
当
内
容
説
の
創
始
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
は
、
不
正
競
争
に
つ
い
て
も
不
当
利
得
を
認
め
て
い
た
が
、

そ
の
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）
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不
当
利
得
請
求
権
は
、
特
定
の
財
貨
に
つ
き
単
独
享
受
を
付
与
す
る
技
術
的
意
味
で
理
解
さ
れ
た
権
利
か
ら
発
生
す
る
だ
け
で
な

く
、
財
産
を
保
護
す
る
他
の
法
命
題
か
ら
も
発
生
す
る
。
し
か
し
、
権
利
に
基
づ
く
請
求
権
は
、
物
が
他
人
の
利
益
の
た
め
に
利
用

さ
れ
る
と
き
に
利
得
者
の
違
法
行
為
な
く
し
て
発
生
し
得
る
の
に
対
し
て
、
権
利
に
基
づ
か
な
い
場
合
は
原
則
と
し
て
違
法
性
が
請

求
権
の
要
件
と
な
る
。

　

不
当
利
得
訴
訟
の
基
礎
と
し
て
の
権
利
と
保
護
法
規
の
協
働
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
法
の
構
成
、
す
な
わ
ち
、
ド
イ

ツ
民
法
八
二
三
条
一
項
の
権
利
、
同
二
項
の
法
的
に
保
護
さ
れ
た
利
益
お
よ
び
八
二
六
条
の
良
俗
違
反
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
諸
要
素
の
構
成
的
な
対
置
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
個
別
の
諸
規
範
の
解
釈
で
あ
り
、
不
当
利
得
訴
訟
は
そ
の
諸
規
範
の
目
的

に
基
づ
く
。

　

被
侵
害
規
範
の
目
的
に
着
目
し
、
違
法
性
説
を
発
展
さ
せ
た
の
は
、
ハ
イ
ネ
ス
で
あ
る
。
ハ
イ
ネ
ス
は
、
規
範
の
保
護
目
的
に
着
目

し
、
不
正
競
争
防
止
法
が
営
業
秘
密
な
ど
の
個
人
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
場
合
に
限
り
、
故
意
・
過
失
が
な
く
て
も
、
侵
害
者
が

不
正
競
争
に
よ
り
取
得
し
た
利
益
を
被
害
者
が
剥
奪
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
他
方
で
、
誤
認
さ
せ
る
広
告
や
在
庫
一
掃
が
許
さ
れ
な
い

場
合
の
よ
う
に
、
不
正
競
争
に
よ
る
被
害
者
が
不
特
定
多
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
不
当
利
得
は
そ
も
そ
も
成
立
し
な
い
と
す
る
。
そ

し
て
、
一
般
利
益
の
保
護
は
個
人
の
決
定
に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、
個
人
の
同
意
に
よ
り
行
為
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
事
実

は
、
規
範
目
的
が
個
人
保
護
で
あ
る
こ
と
の
確
実
な
徴
表
と
な
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
違
法
性
説
は
、
利
得
者
以
外
の
者
の
行
為
や
自
然
力
が
不
当
利
得
の
原
因
と
な
っ
た
場
合
の
説
明
に
窮
す
る
た
め
、
少
数

説
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
類
型
論
の
多
く
は
割
当
内
容
説
を
採
る
。

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）
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⑶　

割
当
内
容
説

　

割
当
内
容
説
の
多
く
は
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
単
な
る
保
護
的
地
位
に
は
割
当
内
容
が
な
い
と
い
う
理
由
で
不

当
利
得
の
成
立
を
否
定
し
て
い
た
が
（
1
）、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
一
部
の
類
型
の
不
正
競
争
に
つ
き
不
当
利
得
の
成
立
を
認
め
る

説
が
有
力
化
し
て
い
る
。
割
当
内
容
を
認
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
説
が
分
か
れ
て
い
る
。

　

⒜　

規
範
の
保
護
目
的
に
着
目
す
る
説
（
コ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
と
ク
ラ
ー
マ
ー
）

　

コ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
と
ク
ラ
ー
マ
ー
は
、
違
法
性
説
に
立
つ
ハ
イ
ネ
ス
（
⑵
）
に
従
い
、
被
侵
害
規
範
が
具
体
的
個
人
の
保
護

を
目
的
と
す
る
か
一
般
の
保
護
を
目
的
と
す
る
か
で
区
別
を
し
、
前
者
の
場
合
に
の
み
不
当
利
得
の
成
立
を
認
め
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
現
在
で
は
異
論
が
な
く
、
個
人
保
護
を
目
的
と
す
る
規
範
違
反
を
前
提
と
し
て
、
以
下
の
説
が
対
立
し
て
い
る
。

　

⒝　

差
止
請
求
権
に
着
目
す
る
説
（
ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
）

　

ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
は
、
利
得
者
が
他
人
の
法
的
財
貨
（Rechtsgut

）
に
よ
っ
て
成
果
を
得
た
こ
と
に
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の

正
当
化
を
見
出
す
。
そ
し
て
、
あ
る
者
の
法
的
財
貨
を
語
り
得
る
の
は
、
法
秩
序
が
そ
の
者
に
、
そ
の
財
貨
の
利
用
に
つ
い
て
決
定
し
、

そ
の
財
貨
へ
の
侵
害
に
対
し
て
防
禦
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
場
合
、
つ
ま
り
通
例
、
差
止
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
場
合
の
み
だ
と
す

る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
不
正
競
争
に
対
し
て
不
当
利
得
に
よ
る
保
護
が
与
え
ら
れ
る
。

　

⒞　

市
場
に
お
け
る
換
価
可
能
性
に
着
目
す
る
説
（
多
数
説
）

　

ヒ
ュ
ッ
フ
ァ
ー
や
ロ
イ
タ
ー
と
マ
ル
テ
ィ
ネ
ク
は
、
個
人
保
護
を
目
的
と
す
る
規
範
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
地
位
の
う
ち
、
第
三
者

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）
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の
行
為
を
禁
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
場
に
お
け
る
換
価
可
能
性
（m

arktfähige V
erw

ertungsm
öglichkeit

）
が
あ
る
法
的
地
位

に
割
当
内
容
を
認
め
る
立
場
を
基
礎
に
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
（
Ｕ
Ｗ
Ｇ
）
一
七
条
で
保
護
さ
れ
る
営
業
上
・
事
業
上
の
秘
密
や
、

一
八
条
に
い
う
原
型
等
が
冒
用
さ
れ
る
場
合
に
侵
害
利
得
の
成
立
を
認
め
る
。

　

こ
の
説
は
、
個
人
保
護
を
目
的
と
す
る
規
範
違
反
を
要
件
と
す
る
⒜
説
を
基
礎
と
し
た
上
で
、
差
止
請
求
権
に
着
目
す
る
⒝
説
を
否

定
し
、
代
わ
り
に
市
場
に
お
け
る
換
価
可
能
性
と
い
う
基
準
を
提
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
多
数
説
と
目
さ
れ
る
。

　

⒟　

不
法
行
為
的
保
護
に
着
目
す
る
説
（
カ
ナ
ー
リ
ス
）

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
カ
ナ
ー
リ
ス
、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
と
い
う
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
巨
頭
が
、
割
当
内
容
説
を
前
提

に
し
て
、
不
正
競
争
に
対
す
る
不
当
利
得
を
肯
定
す
る
に
至
っ
た
。
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
違
法
性
説
と
割
当
内
容
説
と
の
対
立
に
つ
き
、

通
説
た
る
割
当
内
容
説
に
与
す
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
（SS.169-170

）、
次
の
よ
う
に
続
け
る
（SS.170-171

）。

　

c）　

確
か
に
割
当
内
容
説
は
、
必
要
と
さ
れ
る
割
当
内
容
が
い
か
な
る
地
位
に
帰
属
す
る
か
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
、
と
い

う
困
難
な
問
い
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
に
お
い
て
、
割
当
内
容
説
は
正
当
な
批
判
を
引
き
起
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
割
当
内

容
説
の
主
張
者
は
、
こ
の
問
題
を
広
く
制
定
法
に
依
拠
せ
ず
に
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
と
き
お
り
は
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
、
解
決
し
よ

う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
こ
の
弱
点
は
、
割
当
内
容
説
を
違
法
性
説
の
正
当
な
核
心
と
結
合
し
、
割
当
内
容
は
不
法
行
為
的
保
護
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
と
い
う
原
則
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
不
法
行
為
法
は
、

あ
る
財
貨
が
特
定
の
人
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
否
か
、
ど
の
程
度
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
ま
さ
に
今
の
問
題
の
解
決

の
た
め
の
独
立
し
た
制
定
法
上
の
規
律
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
民
法
八
二
三
条
一
項
の

（
60
）

（
61
）

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）
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権
利
・
法
益
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
不
法
行
為
的
保
護
が
同
条
二
項
に
い
う
保
護
法
規
ま
た
は
同
法
八
二
六
条
の
良
俗

違
反
の
基
準
に
従
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
も
、
原
則
と
し
て
妥
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
八
二
三
条
二
項
・
八
二

六
条
に
よ
っ
て
も
、
一
定
の
財
貨
─
─
特
に
行
為
自
由
お
よ
び
財
産
獲
得
の
機
会
（V

erm
ögenschancen

）
─
─
は
、
第
三
者
に

対
す
る
排
他
的
効
力
を
伴
っ
て
被
保
護
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
包
括
的
に
で
は
な
く
多
少
狭
い
範
囲
で
行
わ
れ

る
こ
と
は
、
同
法
八
二
三
条
二
項
・
八
二
六
条
に
よ
っ
て
、
法
が
、
そ
の
（
狭
い
）
領
域
で
同
法
八
二
三
条
一
項
の
権
利
・
法
益
と

全
く
同
様
の
機
能
を
果
た
す
自
由
領
域
を
創
出
し
て
い
る
こ
と
を
何
ら
変
更
し
な
い
。
…
…
以
上
に
よ
る
と
、
割
当
内
容
は
原
則
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
不
法
行
為
法
上
保
護
さ
れ
て
い
る
財
貨
の
み
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

─
─
し
か
も
、
不
法
行
為
的
保
護
が
構
成
要
件
上
及
ぶ
限
り
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
つ
ま
り
、
た

と
え
ば
侵
害
が
同
法
八
二
三
条
二
項
に
い
う
保
護
法
規
違
反
の
客
観
的
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
の
み
─
─
帰
属
す
る

0

0

0

0

。

　

カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
以
上
の
立
場
は
違
法
性
説
へ
の
隠
れ
た
回
帰
で
は
決
し
て
な
い
と
し
（S.171

）、
不
正
競
争
防
止
法
（
Ｕ
Ｗ
Ｇ
）

違
反
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（SS.175-176

）。

　

f）　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
〔
e）
営
業
権
の
問
題
〕
は
、
Ｕ
Ｗ
Ｇ
違
反
が
侵
害
利
得
を
基
礎
づ
け
得
る
か
否
か
と
い
う
激
し
く

争
わ
れ
て
い
る
問
い
と
非
常
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
c）
で
展
開
し
た
立
場
か
ら
は
、
こ
の
問
い
は
原
則
的
に
肯
定
さ
れ
得
る
。

と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
単
に
ド
イ
ツ
民
法
八
二
三
条
二
項
ま
た
は
八
二
六
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
地
位
も
、
客
観
的
─

構
成
要
件
的
侵
害
が
存
在
す
る
場
合
に
は
同
法
八
一
二
条
一
項
一
文
後
段
〔
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
不
当
利
得
〕
に
基
づ
く
請
求
権

の
有
用
な
基
礎
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｕ
Ｗ
Ｇ
は
体
系
的
に
は
（dogm

atisch

）
不
法
行
為
法
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
規
定

の
一
部
は
ド
イ
ツ
民
法
八
二
三
条
二
項
に
い
う
保
護
法
規
に
相
当
し
、
一
部
は
同
法
八
二
六
条
の
一
般
条
項
に
相
当
す
る
。
他
方
で
、

（
67
）
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対
価
請
求
可
能
性
（Entgeltfähigkeit

）
の
要
件
か
ら
導
か
れ
る
制
限
も
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
観
点
の
下
で
、
競
争

制
限
禁
止
法
（
Ｇ
Ｗ
Ｂ
）
一
条
の
評
価
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
に
よ
る
と
、
現
行
法
は
、
競
争
制
限
に
関
す
る
契
約

を
原
則
と
し
て
是
認
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
単
に
競
争
機
会
の
侵
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
侵
害
利
得
は
原
則
的

に
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
だ
ろ
う
。
Ｇ
Ｗ
Ｂ
一
条
の
基
本
思
想
に
よ
る
と
、
事
業
者
は
競
争
機
会
自
体

0

0

を
「
売
却
」
し
て
は

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
妨
害
競
争
（Behinderungsw

ettbew
erb

）
の
諸
場
合
に
お
い
て
、
顧
客
ま
た
は

供
給
者
に
対
す
る
関
係
の
妨
害
が
問
題
と
な
る
限
り
で
、
侵
害
利
得
は
初
め
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
…
…
他
方
で
、
Ｕ
Ｗ
Ｇ
一
七
条
に

い
う
冒
用
競
争
（A

usbeutungsw
ettbew

erb

）、
完
全
模
倣
（sklavische N

achahm
ung

）、
秘
密
開
示
（Geheim

nisver-

rat

）
の
諸
場
合
、
Ｕ
Ｗ
Ｇ
一
八
条
等
に
い
う
原
型
の
無
権
限
利
用
（V

orlagenfreibeuterei

）
の
諸
場
合
に
お
い
て
は
、
原
則
と

し
て
侵
害
利
得
が
認
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
Ｕ
Ｗ
Ｇ
に
違
反
す
る
労
働
者
の
引
抜
き
は
、
妨
害
競
争
に
帰
属
す
る
が
、
Ｇ
Ｗ
Ｂ
一
条
の
評
価
が
妥
当
せ
ず
、
労
働
者
を

競
争
者
に
委
ね
た
こ
と
に
対
し
て
対
価
を
請
求
で
き
る
た
め
、
原
則
的
に
侵
害
利
得
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
（S.176

）。

　

⒠　

禁
止
規
範
に
よ
る
相
対
的
割
当
を
認
め
る
説
（
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
）

　

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
も
割
当
内
容
説
に
立
っ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
の
説
に
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
基
礎

づ
け
を
与
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

割
当
内
容
原
理
は
、
そ
の
帰
結
に
お
い
て
─
─
特
別
に
具
象
的
な
─
─
排
他
的
権
利
の
領
域
に
も
ち
ろ
ん
限
定
さ
れ
得
な
い

0

0

。
人

（
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間
の
多
く
の
利
益
（
お
よ
び
そ
れ
と
結
合
し
た
機
会
）
は
、
し
ば
し
ば
法
秩
序
に
よ
っ
て
、
権
利
の
客
体
に
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
一
般
的
に
保
護
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
限
定
的
に
、
す
な
わ
ち
、
他
の
人
間
の
一
定
の
行
為
に
対
し
て
の
み
、
具
体
的
な
保
護

法
規
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
と
も
か
く
良
俗
違
反
の
行
為
に
対
し
て
保
護
さ
れ
る
。
こ
れ
は
損
害
賠
償
法
に
お
い
て
は
周
知
の
現
象
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
単
な
る
収
益
機
会
、
取
引
上
興
味
深
い
情
報
、
組
織
の
理
念
等
々
の
「
純
粋
財
産
損
害
」
を
考
え
よ
。

　

か
か
る
限
定
的
な
財
貨
帰
属
と
割
当
内
容
原
理
の
帰
結
に
あ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
利
益
に
基
づ
く
利
得

が
、
当
該
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

生
じ
た
場
合
に
は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
も
問
題
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
に
は

0

0

0

0

0

0

、
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
不
当
利
得
の
事
実
は
利
得
者
自
身
の
違
法
行
為
（
ま
た

は
利
得
者
に
帰
属
さ
れ
る
べ
き
補
助
者
の
行
為
）
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
財
貨
は
、
相
対
的
に
か
か
る
行

為
に
対
し
て
の
み
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
述
べ
た
こ
と
は
、
特
に
不
正
競
争
の
事
案
に
お
い
て
、
不
正
競
争
が
当

事
者
に
損
害
を
も
た
ら
さ
ず
侵
害
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
場
合
（
ま
た
は
損
害
を
超
え
る
侵
害
者
利
益
を
も
た
ら
す
場
合
）
に
、
実

際
的
に
な
る
。

　

ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
は
今
検
討
し
た
事
例
に
お
い
て
当
初
か
ら
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
肯
定
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ィ
ル
ブ
ル

ク
に
よ
っ
て
基
礎
を
築
か
れ
た
理
論
〔
割
当
内
容
説
〕
が
、
割
当
内
容
を
権
利
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
を
含
め
て
非
難
さ
れ
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
不
当
で
あ
る
。
非
難
は
む
し
ろ
、
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
の
理
論
か
ら
の
十
分
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
離
反
に
妥
当
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
離
反
、
つ
ま
り
問
題
と
な
っ
て
い
る
割
当
内
容
の
権
利
へ
の
限
定
は
、
し
ば
し
ば
今
日
で
も
強
く
主
張
さ
れ

て
い
る
。
か
か
る
権
利
へ
の
限
定
は
、
利
益
を
得
る
特
定
の
機
会
の
独
占
に
よ
っ
て
競
争
は
さ
ら
に
制
限
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

い
う
、
特
に
競
争
へ
の
要
求
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
問
題
と

な
る
不
当
利
得
の
事
象
を
一
貫
し
て
違
法
で
あ
っ
て
規
範
目
的
に
関
連
す
る
利
得
者
の
行
為
に
限
定
し
て
い
る
の
で
、
不
当
利
得
返

（
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還
請
求
権
を
承
認
し
て
も
、
追
加
的
な

0

0

0

0

競
争
制
限
に
は
そ
も
そ
も
な
り
得
な
い
。
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
肯
定
す
る
見
解
に
よ
っ

て
も
、
許
さ
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

行
為
（unerlaubte H

andlung

）
の
そ
の
他
の
法
律
効
果
（
差
止
請
求
権
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
権
）

に
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
追
加
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
競
争
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
禁
止
行
為
の
範
囲
自
体

は
、
全
く
拡
大
さ
れ
な
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
利
益
獲
得
の
機
会
の
包
括
的
な
帰
属
を
伴
っ
た
排
他
的
権
利
を
超
え
る
割
当
内
容
原
理
の
第
二
の
適
用
領
域
が
承
認

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
違
法
行
為
に
対
す
る
禁
止
規
範
に
よ
る
法
的
利
益
・
機
会
の
相
対
的
割
当
の
領
域

で
あ
る
。
限
定
的
な
法
的
利
益
保
護
の
継
続
効
は
、
体
系
的
に
は
、
包
括
的
な
「
権
利
継
続
効
」
と
同
列
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

⒡　

そ
の
後
の
学
説

　

ド
イ
ツ
で
は
、
不
正
競
争
に
よ
る
不
当
利
得
を
全
面
的
に
否
定
す
る
説
は
す
で
に
克
服
さ
れ
、
現
在
で
は
い
か
な
る
要
件
の
下
で
不

正
競
争
の
際
に
不
当
利
得
が
成
立
す
る
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。

　

ケ
ー
ラ
ー
は
、
カ
ナ
ー
リ
ス
が
競
争
制
限
禁
止
法
（
Ｇ
Ｗ
Ｂ
）
一
条
の
評
価
を
顧
慮
す
る
点
に
対
し
て
は
批
判
を
加
え
る
が
、
不
法

行
為
的
保
護
が
割
当
内
容
を
決
定
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
。
そ
し
て
、
他
人
の
財
貨
を
単
に
侵
害
（Beeinträchtigung

）
す
る
だ
け

な
ら
侵
害
利
得
は
成
立
せ
ず
、
侵
害
利
得
が
成
立
す
る
に
は
他
人
の
財
貨
の
利
用
（N

utzung

）
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

た
と
え
ば
、
他
人
の
所
有
物
を
単
に
滅
失
・
損
傷
さ
せ
た
と
き
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
発
生
す
る
が
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
発

生
し
な
い
。
侵
害
者
が
他
人
の
所
有
物
を
自
己
の
た
め
に
利
用
ま
た
は
消
費
し
た
と
き
に
の
み
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
も
問
題
に
な

る
。
そ
の
区
別
を
競
争
法
に
も
応
用
し
、
妨
害
競
争
と
冒
用
競
争
の
区
別
に
着
目
し
た
上
で
、
不
正
競
争
行
為
に
よ
っ
て
、
単
に
他
人

の
財
貨
が
侵
害
さ
れ
た
だ
け
か
、
他
人
の
財
貨
が
自
己
の
競
争
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
か
を
基
準
と
し
て
、
侵
害
利
得
の
成
否
を

（
74
）

（
75
）

（阪大法学）71（5-30）　1206〔2022. 1 〕



不正競争に基づく不当利得責任 

判
断
す
る
。
労
働
者
の
引
抜
き
に
つ
い
て
は
、
他
人
の
競
争
機
会
の
冒
用
が
な
く
、
労
働
者
に
対
す
る
請
求
権
は
そ
の
労
働
者
の
同
意

な
く
し
て
他
の
競
争
者
に
譲
渡
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
侵
害
利
得
の
成
立
を
否
定
す
る
。

　

フ
ル
ニ
エ
に
よ
る
と
、
侵
害
利
得
返
還
請
求
権
は
権
利
継
続
効
に
基
づ
く
た
め
、
権
利
に
対
す
る
侵
害
が
あ
る
場
合
に
の
み
正
当
化

さ
れ
る
。
権
利
の
「
侵
害
可
能
性
（Eingriffsfähigkeit

）」
が
不
当
利
得
法
に
よ
る
保
護
の
自
然
の
限
界
を
な
す
が
、
古
典
的
な
絶

対
権
だ
け
で
な
く
、
債
権
や
、
一
般
的
人
格
権
な
ど
の
枠
権
（Rahm

enrechte

）
も
、
不
当
利
得
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
。
侵
害

可
能
な
の
は
、
特
定
の
権
利
客
体
（
有
体
物
だ
け
で
な
く
無
体
物
で
も
よ
い
）
に
関
し
、
権
利
の
持
ち
主
に
権
限
を
与
え
る
権
利
で
あ

る
が
、
そ
の
権
限
は
少
な
く
と
も
侵
害
者
に
対
し
て
保
護
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
不
正
競
争
防
止

法
（
Ｕ
Ｗ
Ｇ
）
一
条
に
基
づ
き
、
枠
権
的
な
無
体
財
産
権
保
護
の
新
種
の
形
態
を
示
し
、
不
当
利
得
に
よ
る
調
整
の
基
礎
と
な
り
得
る

権
利
的
な
法
的
地
位
が
、
法
の
継
続
形
成
に
よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
条
に
よ
り
権
利
的
な
保
護
を
受
け
る
の
は
、
保
護
に
値
す
る

労
働
結
果
（A

rbeitsergebnis

）
や
そ
の
他
の
無
体
財
産
で
あ
る
。
労
働
結
果
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
冒
用
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

良
俗
違
反
で
違
法
な
侵
害
（Ü
bergriffe

）
に
対
し
て
も
保
護
さ
れ
る
。
競
争
法
上
の
成
果
保
護
権
（Leistungsschutzrecht

）
の

枠
権
的
性
格
の
た
め
侵
害
利
得
に
基
づ
く
保
護
は
、
違
法
性
を
確
定
す
る
財
貨
・
利
益
衡
量
に
依
存
す
る
。
そ
の
限
り
で
、
侵
害
利
得

返
還
請
求
権
は
競
争
法
上
の
評
価
に
従
う
。
し
た
が
っ
て
、
技
術
的
─
機
能
的
性
質
・
美
的
性
質
の
労
働
結
果
、
新
種
の
労
働
結
果

（
新
作
、
広
告
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
含
む
広
告
コ
ン
セ
プ
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
等
々
）、「
よ
い
評
判
」
や
イ
メ
ー
ジ
、
Ｕ
Ｗ

Ｇ
一
七
条
に
い
う
（
秘
密
の
）
ノ
ウ
ハ
ウ
、
営
業
上
・
事
業
上
の
秘
密
、
一
八
条
の
原
型
が
、
不
当
利
得
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
。
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三　

考　

察

　

以
上
で
、
日
本
と
ド
イ
ツ
法
圏
の
主
要
な
学
説
の
紹
介
を
終
え
る
。
以
下
で
は
、
や
や
広
い
見
地
か
ら
こ
の
問
題
に
対
し
て
考
察
を

加
え
、
問
題
解
決
の
た
め
に
検
討
す
べ
き
課
題
を
提
示
し
た
い
。

　

1　

自
由
の
範
囲
の
画
定
方
法
─
─
権
利
付
与
と
行
為
規
制

　

私
法
の
基
礎
に
は
自
由
と
い
う
価
値
が
あ
り
、
自
由
が
個
人
人
格
の
展
開
を
可
能
に
す
る
。

　

カ
ン
ト
は
、「
法
論
へ
の
序
論
」
に
お
い
て
、「
法
の
概
念
は
、
…
…
一
人
格
の
行
為
と
他
の
人
格
の
行
為
が
事
実
と
し
て
互
い
に

（
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
）
影
響
し
う
る
か
ぎ
り
で
、
こ
の
一
人
格
の
他
の
人
格
に
対
す
る
外
的
で
し
か
も
実
践
的
な
関
係
に
関
わ

る
」、「
法
と
は
、
そ
の
も
と
で
一
方
の
選
択
意
志
〔W

illkür

〕
が
他
方
の
選
択
意
志
と
自
由
の
普
遍
的
法
則
に
従
っ
て
統
合
さ
れ
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
諸
条
件
の
総
体
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、「
法
律
関
係
の
本
質
」
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
い
う
。

　

人
間
は
、
外
界
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
人
間
に
と
っ
て
、
こ
の
環
境
の
中
で
最
も
重
要
な
要
素
は
、
性
質
と
運
命
に
よ
っ
て
自

分
と
同
じ
で
あ
る
者
と
の
接
触
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
自
由
な
存
在
者
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
接
触
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
発
展
に

お
い
て
互
い
に
妨
げ
あ
わ
ず
に
促
進
し
あ
い
な
が
ら
、
共
存
す
べ
き
と
き
、
こ
の
こ
と
は
、
目
に
見
え
な
い
境
界
を
承
認
し
、
そ
の

境
界
内
で
各
個
人
の
存
在
が
、
ま
た
活
動
が
確
実
で
自
由
な
範
囲
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
可
能
で
あ
る
。
そ
う
い
う

境
界
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
自
由
な
範
囲
を
定
め
る
規
則
が
、
法
で
あ
る
。
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法
が
自
由
の
範
囲
を
画
定
す
る
方
法
と
し
て
は
、
権
利
を
付
与
す
る
方
法
と
、
行
為
を
規
制
（
命
令
・
禁
止
）
す
る
方
法
と
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
民
法
典
第
二
草
案
議
事
録
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
義
務
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
個
人
が
自
己
の
自
由
を
展
開
し
、
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
個
人
の
権
利
領
域
を
相
互
に
画
定
す
る
た
め
に
定
立
さ
れ
る
諸
規
定
に
属
す
る
。
個
人
の
権
利
領
域
は
、
ま
ず
個
人
の
固

有
の
財
産
権
（
物
権
・
債
権
）
を
含
み
、
そ
れ
か
ら
い
わ
ゆ
る
人
格
権
（
生
命
・
身
体
の
完
全
性
・
健
康
・
自
由
・
名
誉
）
も
包
含

し
て
い
る
。
人
格
権
は
、
物
に
つ
い
て
の
諸
権
利
と
同
様
に
、
万
人
に
向
け
ら
れ
た
侵
害
の
禁
止
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
し
か
し
、

個
人
の
権
利
領
域
は
、
制
定
法
が
あ
る
者
に
他
者
の
利
益
の
た
め
に
一
定
の
義
務
を
課
し
、
そ
の
者
に
あ
る
特
定
の
行
為
を
命
令
ま

た
は
禁
止
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
も
、
相
互
に
画
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
際
に
、
そ
の
人
の
利
益
を
他
人
に
よ
る
侵
害
か

ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
命
令
お
よ
び
禁
止
の
み
が
、
考
慮
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
、
全
体
の
利
益
の
た

め
に
課
せ
ら
れ
た
命
令
お
よ
び
禁
止
は
、
顧
慮
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

2　

権
利
付
与
と
行
為
規
制
の
異
同

　

で
は
、
こ
の
二
つ
の
方
法
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

知
的
財
産
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
方
法
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
知
的
財
産
法
の
中
山
信

弘
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

現
行
の
知
的
財
産
法
で
は
、
情
報
の
保
護
方
法
と
し
て
は
、
権
利
付
与
法
制
と
行
為
規
制
法
制
と
の
二
通
り
が
存
在
し
て
い
る
に

（
84
）

（
85
）（

86
）

（
87
）
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過
ぎ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
特
許
法
・
実
用
新
案
法
・
意
匠
法
・
種
苗
法
・
半
導
体
チ
ッ
プ
保
護
法
・
著
作
権
法
が
権
利
付
与
法
制

で
あ
り
、
不
競
法
が
行
為
規
制
法
で
あ
る
（
二
七
五
頁
）。

　

…
…
情
報
の
あ
る
種
の
利
用
行
為
に
つ
い
て
の
社
会
一
般
の
違
法
意
識
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
模
倣
行
為
を
不
正
競
争

行
為
と
し
て
、
不
競
法
に
列
挙
し
、
当
該
情
報
の
不
正
利
用
を
禁
止
す
る
と
い
う
行
為
規
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
他
人
の
行

為
を
禁
止
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
情
報
の
保
有
者
は
、
事
実
上
独
占
的
に
そ
の
情
報
を
利
用
し
う
る
と
い
う
地
位
に
立

つ
こ
と
に
な
り
、
情
報
自
体
が
財
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
営
業
秘
密
は
、
不
競
法
上
、
保
護
さ
れ
る

情
報
に
つ
い
て
は
所
有
権
的
な
構
成
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
特
定
の
者
に
対
し
て
権
利
行
使
（
差
止
請
求
権
と
損
害
賠
償
請

求
権
の
行
使
）
を
し
な
い
と
い
う
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
具
体
的

に
は
、
営
業
秘
密
の
保
有
者
（
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
セ
ン
サ
ー
）
は
当
該
秘
密
を
相
手
方
（
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
）
に
開
示
し
、
相

手
方
は
そ
の
秘
密
に
つ
き
守
秘
義
務
を
負
い
、
か
つ
一
定
期
間
だ
け
利
用
し
、
そ
の
後
は
利
用
し
な
い
と
い
う
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
に
よ
り
、
特
許
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
と
似
た
よ
う
な
効
果
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
、
所
有
権
的
構
成
を
採
っ
て
い
な
い
の

で
、
第
三
者
効
は
異
な
る
）（
二
七
五
～
二
七
六
頁
）。

　

不
競
法
で
は
不
正
競
争
行
為
に
対
す
る
差
止
と
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
所
有
権
に
類
似
し
た
権
利
が
認
め
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
さ
ら
に
強
固
に
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
情
報
に
所
有
権
類
似
の
効
果
を
与
え
る
と
い
う
方

法
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
特
許
法
や
著
作
権
法
等
に
お
い
て
は
、
技
術
情
報
等
の
情
報
を
、
物
に
類
似
す
る
も
の
と
み
な
し
、
情

報
に
所
有
権
類
似
の
効
果
を
与
え
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
情
報
の
侵
害
に
つ
き
、
妨
害
排
除
請
求
権
や
損
害
賠
償
請
求
権
が

認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
譲
渡
・
相
続
し
た
り
、
実
施
許
諾
し
た
り
、
担
保
権
の
設
定
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
（
二

七
六
頁
）。
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不
競
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
て
も
、
財
産
権
と
し
て
な
お
一
層
の
保
護
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
権
利

付
与
法
制
で
あ
る
知
的
財
産
権
法
へ
の
組
み
込
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
二
七
七
頁
）。

　

以
上
に
よ
る
と
、
権
利
付
与
と
行
為
規
制
の
最
大
の
違
い
は
、
権
利
付
与
が
財
の
処
分
を
可
能
な
い
し
容
易
に
す
る
点
に
あ
る
。
田

村
善
之
は
、
知
的
財
産
権
に
は
登
記
・
登
録
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
重
譲
渡
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、
権
利
の

移
転
が
円
滑
に
行
え
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

他
方
で
、
権
利
付
与
と
行
為
規
制
と
い
う
法
技
術
的
差
異
が
侵
害
利
得
の
成
否
を
分
け
る
理
由
は
見
出
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

3　

権
利
の
諸
権
限
・
諸
機
能

　

侵
害
利
得
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
所
有
権
に
は
、
使
用
権
限
・
収
益
権
限
・
処
分
権
限
等
が
与
え
ら
れ
る
。
他
方

で
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
保
護
的
地
位
が
侵
害
さ
れ
る
と
、
差
止
請
求
権
・
損
害
賠
償
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
。

い
か
な
る
権
限
や
機
能
が
、
権
利
や
保
護
的
地
位
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
れ
ば
、
侵
害
利
得
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ラ
イ
ザ
ー
は
、
機
能
に
よ
っ
て
権
利
を
分
類
し
、
法
秩
序
を
構
造
づ
け
る
諸
権
利
（
第
一
次
権
）
と
、
第
一
次
権
の
保
護
・
実
現
に

奉
仕
す
る
道
具
的
な
第
二
次
権
（
請
求
権
・
形
成
権
）
と
を
対
置
す
る
。
所
有
権
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
あ
る
人
に
割
り
当
て
ら
れ

法
的
保
護
を
伴
っ
た
独
立
の
法
的
地
位
」
は
、
第
一
次
権
に
属
す
る
。
所
有
権
の
保
護
に
奉
仕
す
る
第
二
次
権
と
し
て
は
、
物
権
的
請

求
権
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
、（
侵
害
）
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
権
は
、
第
一

次
権
を
伴
わ
な
い
地
位
の
保
護
に
も
奉
仕
す
る
（
例
、
良
俗
違
反
に
よ
る
不
法
行
為
）。
商
標
保
護
は
事
業
者
に
商
標
使
用
に
つ
き
独

占
的
な
い
し
優
先
的
な
地
位
を
与
え
る
た
め
、
小
さ
く
な
い
経
済
的
価
値
を
持
つ
。
し
か
し
、
ラ
イ
ザ
ー
に
よ
る
と
、
商
標
権
の
内
容

（
88
）

（
89
）

（
90
）

（
91
）

（
92
）

（
93
）

（
94
）
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は
、
商
標
の
利
用
か
ら
第
三
者
を
排
除
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
財
の
積
極
的
な
保
有
・
利
用
（das positive H

aben und 

N
utzen

）
に
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
商
標
権
は
、
著
作
権
や
特
許
権
と
は
異
な
り
、
支
配
権
（
真
正
の
知
的
財
産
権
）
で
は

な
く
、
侵
害
利
得
に
よ
る
保
護
を
受
け
な
い
。
商
標
保
護
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
占
有
状
態
（Besitzstand

）
は
、
そ
の
確
実
な
保

有
・
利
用
の
た
め
に
割
り
当
て
ら
れ
た
財
で
は
な
く
、
事
業
者
に
よ
っ
て
常
に
新
た
に
取
得
・
防
衛
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
り
、
受
け
身
だ
と
失
わ
れ
得
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ラ
イ
ザ
ー
に
お
い
て
は
、
財
の
積
極
的
な
保
有
・
利
用
が
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
か
否
か
が
、
侵
害
利
得
の
成
否
を
分
け
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

　

ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
は
、
差
止
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
不
当
利
得
の
成
立
を
認
め
て
い
た
（
二
2
⑶
⒝
）。
し
か
し
、
差
止

請
求
権
と
侵
害
利
得
返
還
請
求
権
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
ズ
レ
が
あ
る
の
で
（
例
、
日
民
一
八
九
条
一
項
、
二
〇
九
条
二
項
、
二

一
二
条
、
三
九
五
条
）、
侵
害
利
得
の
成
否
の
基
準
を
差
止
請
求
権
に
求
め
る
説
は
支
持
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
の
多
数
説
は
、
法
秩
序
・
経
済
秩
序
が
法
的
地
位
・
法
的
財
貨
の
譲
渡
や
使
用
・
収
益
を
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
で
換

価
で
き
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
と
き
に
の
み
、
割
当
内
容
が
認
め
ら
れ
、
侵
害
利
得
が
成
立
し
得
る
と
す
る
（
二
2
⑶
⒞
）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
不
法
行
為
的
保
護
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
割
当
内
容
を
認
め
た
上
で
、
対
価
請
求
可
能
性
に
よ

っ
て
侵
害
利
得
の
成
立
を
制
限
し
て
い
た
（
二
2
⑶
⒟
）。
こ
の
説
に
よ
る
場
合
は
、
保
護
法
規
な
ど
の
行
為
規
範
に
よ
っ
て
不
法
行

為
法
上
保
護
さ
れ
る
保
護
的
地
位
の
内
実
を
探
究
し
、
い
か
な
る
権
限
・
機
能
が
侵
害
利
得
を
基
礎
づ
け
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
（
二
2
⑶
⒠
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

　

ケ
ー
ラ
ー
は
、
他
人
の
財
貨
を
単
に
侵
害
す
る
だ
け
な
ら
侵
害
利
得
は
成
立
せ
ず
、
侵
害
利
得
が
成
立
す
る
に
は
他
人
の
財
貨
の
利

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
（
二
2
⑶
⒡
）、
こ
れ
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
す
で
に
、
ケ
メ
ラ
ー
が
、
ド
イ
ツ
民
法

八
一
二
条
一
項
の
「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
利
得
の
最
も
重
要
な
諸
場
合
を
形
成
す
る
の
は
、
他
人
の
財
貨
が
使
用
（gebrauchen

）、

（
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）

（
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）

（
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）
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）

（
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収
益
（nutzen

）、
費
消
（verbrauchen

）
ま
た
は
換
価
（verw

erten

）
さ
れ
る
諸
場
合
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
使
用
権
限
・
収
益
権
限
・
費
消
権
限
・
換
価
権
限
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
権
限
が
冒
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
侵

害
利
得
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
い
か
な
る
場
合
に
そ
れ
ら
の
権
限
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
、
あ
る
権
限
が

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
き
に
他
の
権
限
も
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
、
で
あ
る
。

　

4　

割
当
内
容
の
内
実

　

⑴　

利
用
成
果
の
割
当
？

　

割
当
内
容
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
長
野
史
寛
が
、
興
味
深
い
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
長
野
は
、「
割
当
内
容
説
の
基
本
的
発

想
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
返
還
請
求
の
内
容
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
侵
害
さ
れ
た
個
々
の
権
利
の
割
当
内
容
の
解

釈
、
言
い
換
え
れ
ば
、
当
該
権
利
が
い
か
な
る
権
限
お
よ
び
利
益
を
主
体
に
割
り
当
て
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
い
か
な
る
趣
旨
お
よ
び

目
的
に
よ
る
も
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
解
釈
を
出
発
点
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
客
観
的
価
値
説
と
主
観
的
価

値
説
の
対
立
に
つ
い
て
も
、
客
観
的
価
値
説
に
お
い
て
は
、
権
利
者
に
客
体
の
使
用
・
収
益
・
消
費
が
排
他
的
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
主
観
的
価
値
説
に
お
い
て
は
、
利
用
成
果
が
権
利
者
に
留
保
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
そ
し
て
、
長
野
自
身
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
権
利
の
利
用
成
果
が
権
利
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
解
し
、
主
観
的

価
値
説
を
支
持
す
る
。

　

長
野
は
、
不
法
行
為
の
責
任
内
容
確
定
規
範
と
し
て
、
権
利
回
復
規
範
・
価
値
補
償
規
範
・
権
利
保
全
規
範
・
利
益
保
全
規
範
と
い

う
四
つ
の
規
範
を
提
示
す
る
。
こ
の
う
ち
、
価
値
補
償
規
範
は
、「
侵
害
さ
れ
た
権
利
が
保
障
す
る
権
限
（Berechtigung

）
な
い
し

地
位
」（
以
下
、
単
に
「
権
限
」
と
い
う
）
ま
た
は
「
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
」（
以
下
、「
利
用
成
果
」
と
い
う
）
が
損

（
106
）

（
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）

（
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）

（
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）
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な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
価
値
が
賠
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
長
野
は
「
権

限
」
だ
け
で
な
く
「
利
用
成
果
」
も
権
利
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。「
権
限
」
は
権
利
の
本
体
を
構
成
す
る
の
に
対

し
て
、「
利
用
成
果
」
は
後
続
損
害
（
い
わ
ゆ
る
結
果
損
害
）
と
し
て
問
題
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
長
野
は
、「
利
用
成
果
」
が
権
利
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
知
的
財
産
権
（
特
許
権
・
著
作
権
）

に
関
し
、
侵
害
利
得
に
基
づ
く
「
利
用
成
果
」
の
返
還
請
求
を
肯
定
し
、
主
観
的
価
値
説
を
採
る
。
そ
の
際
、
長
野
が
手
が
か
り
に
し

て
い
る
の
が
、
特
許
権
に
関
す
る
田
村
善
之
の
見
解
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
特
許
権
の
割
当
内
容
に
関
す
る
田
村
の
見
解
を
紹
介
す

る
。

　

特
許
法
は
他
人
が
特
許
権
者
の
許
諾
な
く
特
許
発
明
を
実
施
す
る
行
為
を
侵
害
と
す
る
。
こ
の
法
制
に
よ
り
、
特
許
権
者
は
特
許

発
明
の
実
施
に
対
す
る
需
要
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
得
る
こ
と
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
利
益
を
い
か
な
る
利
用
態
様
に
よ
り
自
己

に
還
元
さ
せ
る
か
を
排
他
的
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
の
特
許
発
明
を
自
ら
実
施
す
る
か
、
あ

る
い
は
、
他
人
に
実
施
許
諾
を
与
え
て
対
価
を
得
る
か
等
々
、
利
用
形
態
を
自
ら
選
択
し
て
、
特
許
発
明
の
実
施
に
対
す
る
需
要
を

利
用
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
特
許
発
明
の
実
施
に
よ
り
こ
の
需
要
を
満
足
せ
し
め
る
機
会
を
市
場
機
会
と
定
義

す
れ
ば
、
法
は
、
市
場
機
会
の
利
用
の
決
定
権
を
特
許
権
者
に
排
他
的
に
付
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
特
許
権
の
侵
害
者
は
、
特
許
権
者
の
許
諾
な
く
特
許
発
明
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
特
許
法
に
よ
っ
て
特
許
権
者

に
排
他
的
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
市
場
機
会
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
実
施
に
よ
り
特
許
発
明
に
対
す
る
市

場
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
で
、
特
許
権
者
が
市
場
機
会
を
利
用
す
る
可
能
性
を
喪
失
せ
し
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
侵
害
者
は

特
許
権
者
か
ら
市
場
機
会
を
収
奪
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
利
得
は
、
特
許
権
の
割
当
内
容
に
反
し
て
い
る
か
ら
、「
法
律
上

（
110
）

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）
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の
原
因
」
の
な
い
不
当
な
利
得
と
な
り
、
民
法
７
０
３
条
に
よ
り
、
そ
の
価
額
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
村
に
お
い
て
特
許
権
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
市
場
機
会
の
利
用
の
決
定
権
」
な
い
し
「
市
場
機

会
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
野
の
枠
組
で
は
「
権
限
」
に
当
た
る
。
か
か
る
理
解
を
前
提
に
し
て
、
田
村
は
「
市
場
機
会
」
の
金
銭
的

評
価
の
際
に
、
侵
害
者
が
特
許
発
明
の
実
施
に
よ
り
獲
得
し
た
利
益
の
う
ち
特
許
発
明
に
配
分
さ
れ
る
額
、
す
な
わ
ち
、
特
許
発
明
自

体
の
価
値
が
返
還
額
と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
算
定
に
際
し
、
一
般
に
特
許
発
明
自
体
の
価
値
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
と
観

念
さ
れ
る
実
施
料
額
の
参
酌
を
認
め
る
。

　

し
か
る
に
、
長
野
は
、「
法
は
、
特
許
発
明
の
需
要
に
対
す
る
市
場
機
会
の
利
用
の
決
定
権
を
特
許
権
者
に
排
他
的
に
付
与
し
、
も

っ
て
特
許
発
明
の
実
施
に
よ
り
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
利
益
が
、
特
許
権
者
の
選
択
し
た
形
態
に
よ
り
彼
に
還
流
す
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
て
い
る
」
と
い
う
田
村
の
構
想
を
出
発
点
と
し
て
、「
特
許
発
明
の
実
施
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
利
益
は
ま
さ
に
特
許
権
者
に
還
流
な

い
し
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
他
の
者
に
帰
属
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
侵
害
利
得
制
度
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
割
当
内
容
説
の
論
理
的
帰
結
で
あ
る
」、「
特
許
権
侵
害
に
つ
い
て
の
侵
害
利
得
の
返
還
内
容
と
し
て
は
、
市
場

機
会
の
利
用
の
成
果
の
う
ち
特
許
権
に
由
来
す
る
分
が
返
還
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
利
用
成
果
」
が
特
許
権
に
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
長
野
の
こ
の
説
明
に
対
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
る
。

　

ま
ず
、「
利
用
成
果
」
が
特
許
権
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
、「
権
限
」
が
特
許
権
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
目
的
物
の
不
法
占
有
の
場
合
に
は
、
不
動
産
に
関
し
、
賃
料
相
当
額
の
賠
償

（
116
）

（
117
）

（
118
）

（
119
）

（
120
）

（
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）

（
122
）
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を
、
そ
れ
を
実
際
に
取
得
で
き
た
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
認
め
る
判
例
の
集
積
が
あ
る
が
、
長
野
は
賃
料
相
当
額
を
不
法

占
有
期
間
の
利
用
・
処
分
権
限
の
価
値
を
補
償

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
れ
を
超
え
る
「
利
用
利
益
」
が
権
限
行
使
に
よ
っ

て
得
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
蓋
然
性
を
前
提
と
し
て
そ
れ
が
賠
償
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
価
値
補
償
規
範
を
踏
ま
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
整
合
的
に
説
明
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
、
一
般
論
と
し
て
も
、
価
値
補
償
規
範
に
お
い
て
は
「
権
限
」
自
体
の
価
値
を

原
則
と
し
て
収
益
価
値
に
よ
っ
て
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
所
有
権
を
初
め
財
産
権
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
市
場
価

格
が
存
在
す
る
場
合
に
は
そ
れ
が
通
常
の
利
用
の
価
値
を
表
す
と
い
う
。
以
上
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
に
関
わ
る
記
述
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、
侵
害
利
得
に
つ
い
て
も
「
権
限
」
は
権
利
の
本
体
を
構
成
す
る
た
め
「
権
限
」
侵
害
に
基
づ

き
市
場
価
格
の
返
還
が
指
示
さ
れ
る
と
の
結
論
が
自
然
に
導
か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
長
野
は
客
観
的
価
値
説
に
批
判
を
加
え
る
が
、

長
野
に
お
い
て
も
「
権
限
」
侵
害
が
生
ず
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
批
判
が
自
己
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
、
侵
害
利
得
に
お
い
て
は
、「
法
の
定
め
る
財
貨
の
帰
属
秩
序
に
反
し
て
権
利
者
か
ら
侵
害
者
に
移
転
し
た
も
の
が
返
還
の
対

象
と
な
る
」
と
こ
ろ
、
侵
害
者
が
特
許
発
明
の
実
施
に
よ
り
獲
得
し
た
利
益
と
、
権
利
者
に
よ
る
特
許
発
明
の
実
施
に
よ
り
獲
得
が
期

待
さ
れ
る
利
益
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
権
利
者
か
ら
侵
害
者
に
利
益
が
移
転
し
た
と
は
い
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ケ
ー

ラ
ー
は
、
不
正
競
争
に
よ
る
労
働
者
の
引
抜
き
に
つ
い
て
は
、
他
人
の
競
争
機
会
の
冒
用
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
侵
害
利
得
の
成
立

を
否
定
し
て
い
た
が
（
二
2
⑶
⒡
）、
そ
の
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

引
抜
者
は
、
引
抜
き
に
よ
っ
て
競
争
者
の
競
争
機
会
を
減
殺
し
、
同
時
に
自
己
の
競
争
機
会
を
改
善
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
己

の
競
争
機
会
の
改
善
は
、
一
部
は
（
そ
の
労
働
者
の
喪
失
に
よ
る
）
競
争
者
の
競
争
機
会
の
悪
化
に
、
一
部
は
自
己
の
活
動
（
自
己

の
営
業
へ
の
被
引
抜
者
の
従
事
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
他
の
競
争
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
存
在
す
る

（
123
）

（
124
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
129
）
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競
争
機
会
は
、
原
初
的
に
引
抜
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
引
抜
者
は
、
存
在
す
る
労
働
契
約
に
基
づ
く
労
働
力
に
対
す

る
請
求
権
に
存
す
る
競
争
機
会
を
、
自
己
に
移
転
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
契
約
に
違
反
し
て
あ
る
労
働
者
に
職
場

を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
と
、
そ
の
労
働
力
を
自
己
の
た
め
に
獲
得
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
被
引
抜
者
を
自
己
の
た
め
に
投
入
し
、
そ
こ
か

ら
競
争
利
益
を
引
き
出
す
こ
と
と
は
、
別
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ラ
ー
の
考
察
を
特
許
権
に
応
用
す
る
な
ら
ば
、
特
許
権
者
へ
の
「
利
用
成
果
」
の
割
当
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
侵
害
者
に

よ
る
特
許
権
の
「
利
用
成
果
」
と
特
許
権
者
に
よ
る
「
利
用
成
果
」
と
は
別
物
で
あ
る
か
ら
、「
利
用
成
果
」
の
移
転
を
観
念
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ラ
ー
の
考
察
は
、「
利
用
成
果
」
が
権
利
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
疑
念
を
抱
か
せ
る
。
割
当
内
容

説
に
立
つ
メ
ス
ト
メ
ッ
カ
ー
は
、
営
業
権
の
割
当
内
容
を
否
定
す
る
際
に
、「
そ
の
主
体
に
営
業
の
自
由
を
与
え
る
法
秩
序
は
同
時
に
、

確
実
な
機
会
と
成
果
期
待
を
伴
っ
た
活
動
領
域
を
絶
対
権
に
よ
っ
て
そ
の
者
に
割
り
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
利
益
（N

ut-

zung

）
の
割
当
に
つ
い
て
決
定
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ベ
ー
ム
が
示
し
た
よ
う
に
、
平
和
秩
序
に
属
す
る
権
限
（subjektive 

Berechtigung

）
で
は
な
く
、
競
争
秩
序
（K

am
pfordnung des W

ettbew
erbs

）
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
特
許
権
に
関
す
る

ド
イ
ツ
判
例
も
「
利
用
成
果
」
の
割
当
を
認
め
て
い
な
い
。
広
中
俊
雄
に
よ
る
と
、「
財
貨
帰
属
秩
序
」
は
、
財
貨
の
帰
属
主
体
に
当

該
財
貨
の
有
す
る
利
益
内
容
を
割
り
当
て
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
競
争
秩
序
」
に
お
い
て
は
、
個
別
主
体
に
と
っ
て
、
財
貨
獲
得
に

関
す
る
競
争
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
経
済
環
境
か
ら
の
利
益
の
享
受
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、「
財
貨
帰
属
秩
序
」
で
問
題
と
な
る

よ
う
な
帰
属

0

0

が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
。

　

し
か
る
に
、
長
野
は
、「
競
争
秩
序
」
に
お
け
る
「
利
用
成
果
」
も
権
利
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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財
貨
帰
属
秩
序
（
平
和
秩
序
）
に
お
け
る
「
権
限
」
の
帰
属
は
確
実
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
競
争
秩
序
に
お
い
て
い
か
な
る
「
利
用
成

果
」
が
「
帰
属
」
す
る
か
は
、
実
際
に
利
用
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
段
階
に
お
け
る
私
見
と
し
て
は
、
侵
害
者
に
よ
る
「
利

用
成
果
」
と
権
利
者
に
よ
る
「
利
用
成
果
」
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
に
も
鑑
み
、「
帰
属
」
が
不
確
実
な
「
利
用
成
果
」
は
侵
害
利
得

を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
意
味
で
は
権
利
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
侵
害
利
得
は
「
権
限
」
冒
用
を
理
由
と
し
て
成
立
す
る
の
み

だ
と
い
う
解
釈
を
維
持
し
た
い
。
た
だ
し
、「
権
限
」
冒
用
を
理
由
と
す
る
場
合
も
、
善
意
の
受
益
者
の
責
任
軽
減
（
民
七
〇
三
条
）

は
認
め
ら
れ
る
し
、
そ
の
客
観
的
価
値
の
算
定
は
、
侵
害
時
を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
事
後
的
な
見
地
か
ら
─
─
た
と
え
ば
、
侵

害
さ
れ
た
特
許
権
が
巨
利
を
博
し
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
─
─
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

⑵　

知
的
財
産
権
の
割
当
内
容

　

特
許
法
六
八
条
（
特
許
権
者
は
、
業
と
し
て
特
許
発
明
の
実
施
を
す
る
権
利
を
専
有
す
る
。〔
以
下
略
〕）
や
、
著
作
権
法
二
一
条

（
著
作
者
は
、
そ
の
著
作
物
を
複
製
す
る
権
利
を
専
有
す
る
。）
～
二
八
条
は
、
特
許
発
明
や
著
作
物
の
積
極
的
利
用
権
を
規
定
し
て

い
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
田
村
善
之
は
、
知
的
財
産
権
は
禁
止
権
に
過
ぎ
ず
、
知
的
財
産
の
特
定
の
利
用
行
為
を
他
人
に
禁
止
す
る
点

で
、
法
技
術
的
に
は
不
正
競
争
防
止
法
と
差
異
が
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
不
正
競
争
防
止
法
に
基
づ
く
場
合
を
含
め
、
差
止
請
求
権

者
は
他
人
の
行
為
を
禁
止
で
き
る
こ
と
に
よ
り
事
実
上
独
占
的
に
知
的
財
産
を
利
用
し
得
る
の
で
、
差
止
請
求
権
者
に
そ
の
知
的
財
産

の
利
用
権
限
が
帰
属
し
て
い
る
と
見
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
き
、
ラ
イ
ザ
ー
は
、
著
作
権
・
特
許
権
に
つ
い
て
は
財
の

積
極
的
な
保
有
・
利
用
の
割
当
を
肯
定
す
る
一
方
で
、
商
標
権
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
否
定
し
（
3
）、
ケ
メ
ラ
ー
は
、
保
護
法
規
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
た
表
装
に
割
当
内
容
を
認
め
て
い
た
（
二
1
）。
ま
た
、
田
村
自
身
、
特
許
権
に
「
市
場
機
会
の
利
用
の
決
定
権
」
の

（
135
）

（
136
）

（
137
）

（
138
）

（
139
）

（
140
）

（
141
）

（
142
）

（
143
）

（
144
）

（
145
）
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割
当
を
認
め
て
い
た
（
⑴
）。

　

し
か
し
、
ど
の
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
利
用
権
限
が
権
利
者
に
認
め
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
基
礎
づ

け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
個
別
の
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
小
稿
で
よ

く
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
将
来
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
そ
の
成
果
を
得
た
上
で
、
不
正
競
争
防
止

法
違
反
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

　

⑶　

絶
対
的
な
割
当
と
相
対
的
な
割
当

　

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
財
貨
・
法
的
利
益
・
機
会
の
相
対
的
割
当
を
語
っ
て
い
た
が
（
二
2
⑶
⒠
）、「
絶
対
的
」「
相
対
的
」
と
い

う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
問
題
に
検
討
を
加
え
る
。

　

絶
対
権
の
典
型
は
、
所
有
権
お
よ
び
生
命
・
身
体
で
あ
る
が
、
橋
本
佳
幸
は
、
不
法
行
為
法
に
関
す
る
記
述
の
中
で
、
絶
対
権
概
念

に
は
、
ⓐ
直
接
支
配
を
権
利
内
容
と
す
る
権
利
（
排
他
独
占
性
）、
ⓑ
万
人
に
対
し
て
効
力
が
及
ぶ
権
利
（
対
世
権
）、
ⓒ
絶
対
的
保
護

を
受
け
る
権
利
と
い
っ
た
複
数
の
理
解
が
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
絶
対
権
は
、
他
者
に
よ
る
侵
害
に
対
し
絶
対
的
に

0

0

0

0

（
ⓑ

全
て
の
人
の
、
ⓒ
あ
ら
ゆ
る
態
様
の
侵
害
に
対
し
）
保
護
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
ⓐ
絶
対
権
の
支
配
領
域
が
、
物
や
身
体
そ
れ
自
体
に

よ
っ
て
、
外
形
的
に
明
確
に
、
か
つ
、
狭
い
範
囲
に
画
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
絶
対
的
保
護
を
認
め
て
も
他
者
（
加
害
者
）
の
活

動
自
由
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
ⓐ
ⓑ
ⓒ
は
互
い
に
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
非
絶
対

権
（
例
、
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
の
支
配
領
域
は
外
形
的
基
準
に
よ
っ
て
狭
く
画
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
加
害
者
側
の
活
動
自
由

と
の
比
較
衡
量
に
さ
ら
さ
れ
る
の
で
、
非
絶
対
権
は
特
定
の
態
様
に
よ
る
侵
害
に
対
し
て
の
み
相
対
的
に

0

0

0

0

保
護
さ
れ
る
と
す
る
。

　

こ
の
橋
本
の
枠
組
に
よ
る
な
ら
ば
、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
い
う
「
絶
対
的
」「
相
対
的
」
は
、
ⓒ
あ
ら
ゆ
る
態
様
の
侵
害
に
対
し

（
146
）

（
147
）

（
148
）

（
149
）

（
150
）

（
151
）
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（
絶
対
的
に
）
保
護
さ
れ
る
か
、
特
定
の
態
様
に
よ
る
侵
害
に
対
し
て
の
み
（
相
対
的
に
）
保
護
さ
れ
る
か
、
と
い
う
区
別
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
橋
本
は
、
特
定
の
行
為
可
能
性
に
つ
い
て
の
排
他
独
占
的
支
配
に
着
眼
す
る
と
き
に
は
、
知
的
財
産
権
に
も
排
他
独
占

的
支
配
の
領
域
（
特
許
・
発
明
の
実
施
）
が
あ
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、
知
的
財
産
法
の
田
村
善
之
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
著
作
権
は
著
作
物
に
対
す
る
排
他
的
利
用
権
で
あ
る
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
法
制
度
と
し
て
そ
の
よ
う

な
も
の
が
現
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
く
著
作
物
の
利
用
行
為
と
い
う
に
し
て
も
複
製
行
為
は
著
作
権
に
服
し
て
い
る
が
、

読
書
行
為
は
服
し
て
い
な
い
。
よ
う
す
る
に
、
は
じ
め
か
ら
著
作
物
の
利
用
行
為
全
て
に
つ
い
て
排
他
権
が
存
す
る
べ
き
だ
な
ど
と

い
う
テ
ー
ゼ
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
制
度
目
的
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
排
他
権
に
服
せ
し
め
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
自
由
に
決
定
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
貸
し
レ
コ
ー
ド
業
の
発
展
に
伴
い
、
新
た
に
貸
与
行
為
が
著
作
権
に
服
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

田
村
の
見
解
を
前
提
に
す
る
と
、
橋
本
の
ⓒ
の
意
味
で
は
、
知
的
財
産
権
は
絶
対
権
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
観
点
に
お
い
て

も
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
保
護
的
地
位
と
知
的
財
産
権
と
の
差
異
は
相
対
化
さ
れ
る
。

四　

お
わ
り
に

　

割
当
内
容
説
を
前
提
に
し
た
場
合
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
保
護
的
地
位
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
不
当
利
得
が
成

（
152
）

（
153
）
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立
す
る
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
保
護
的
地
位
の
内
実
を
探
究
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
権
利
、
特
に
不
正
競
争
防
止

法
と
同
じ
く
知
的
財
産
を
保
護
す
る
知
的
財
産
権
に
つ
き
、
そ
の
内
実
を
探
究
し
、
い
か
な
る
権
限
（
割
当
内
容
）
が
侵
害
利
得
を
基

礎
づ
け
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、
競
争
秩
序
・
競
争
法
に
も
目
配
せ
を
し
な
が
ら
、
か
か
る
作
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
た
い
。

田
村
善
之
『
不
正
競
争
法
概
説
〔
第
二
版
〕』〔
有
斐
閣
・
二
〇
〇
三
〕
一
九
〇
頁
、
諏
訪
野
大
「
不
正
競
争
と
不
当
利
得
」
法
学
政
治
学

論
究
五
三
号
〔
二
〇
〇
二
〕
一
九
八
頁
。
ド
イ
ツ
で
は
損
害
発
生
が
要
件
と
な
ら
な
い
点
も
不
当
利
得
を
認
め
る
実
益
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（H

elm
ut K

öhler, Zur Bereicherungshaftung bei W
ettbew

erbsverstößen, in: Festschrift für W
erner Lorenz zum

 80. 
Geburtstag, 2001, SS.167-168

）。
花
本
広
志
「
無
体
財
産
権
侵
害
に
お
け
る
実
施
料
相
当
額
の
損
害
賠
償
と
不
当
利
得
─
─
ロ
ル
フ
・
ザ

ッ
ク
『
無
体
財
産
権
法
の
体
系
に
お
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス
・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
』
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
─
─
」
獨
協
法
学
五
四
号
〔
二
〇
〇
一
〕
一

七
〇
～
一
七
一
頁
は
、
さ
ら
に
、
不
当
利
得
に
つ
い
て
は
現
存
利
益
へ
の
責
任
軽
減
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
両
者
で
額
の
算
定
基
準
時
が
異
な

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

東
京
地
判
平
成
一
六
・
七
・
一
（
平
成
一
五
年
（
ワ
）
第
一
九
四
三
五
号
）
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
そ
の
控
訴
審
の
知
財
高
判
平
成
一

七
・
一
〇
・
二
七
（
平
成
一
七
年
（
ネ
）
第
一
〇
〇
一
三
号
）
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
東
京
地
判
平
成
二
六
・
一
〇
・
一
六
（
平
成
二
三
年

（
ワ
）
第
三
九
七
七
一
号
）
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

Erik Fournier, Bereicherungsausgleich bei V
erstößen gegen das U

W
G: zugleich ein Beitrag zur D

ogm
atik des 

w
ettbew

erbsrechtlichen Leistungsschutzes, 1999, S.2; K
öhler, a.a.O

., S.167; Reinhard Ellger, Bereicherung durch Eingriff: 
D

as K
onzept des Zuw

eisungsgehalts im
 Spannungsfeld von A

usschließlichkeitsrecht und W
ettbew

erbsfreiheit, 2002, 
S.808; Staudinger/Stephan Lorenz (2007) V

orbem
 70 zu §§812ff.; GK

-U
W

G/Paal, 2.A
ufl., 2015, §9 Rn.87, 91.

筆
者
は
す
で
に
不
当
利
得
の
教
科
書
に
お
い
て
肯
定
説
を
説
い
て
い
る
が
（
橋
本
佳
幸
＝
大
久
保
邦
彦
＝
小
池
泰
『LEGA

L Q
U

EST

民
法
Ⅴ
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
〔
第
二
版
〕』〔
有
斐
閣
・
二
〇
二
〇
〕
二
五
頁
［
大
久
保
］）、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
考

察
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
154
）

（
155
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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ド
イ
ツ
学
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、Fournier, a.a.O

., SS.11-54; Bertram
 Ebert, Bereicherungsausgleich im

 W
ettbew

erbs- 
und Im

m
aterialgüterrecht, 2001, SS.58-114

を
参
照
。

た
と
え
ば
、
不
当
利
得
法
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
加
藤
雅
信
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
の
見
解
と
そ
れ
に
対
す
る
ケ
メ

ラ
ー
や
エ
ッ
サ
ー
の
批
判
を
紹
介
し
て
い
る
が
（
加
藤
雅
信
『
財
産
法
の
体
系
と
不
当
利
得
法
の
構
造
』〔
有
斐
閣
・
一
九
八
六
〕
一
五
七
頁
、

一
六
三
頁
）、
自
身
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
（
諏
訪
野
・
前
掲
注
（
1
）
二
一
九
頁
注
（
13
））。
藤
原
正
則
は
、
こ
の
問
題
に
対
す

る
解
答
を
無
体
財
産
法
に
委
ね
て
い
る
（
藤
原
正
則
『
不
当
利
得
法
』〔
信
山
社
・
二
〇
〇
二
〕
二
三
八
頁
）。
た
だ
し
、
営
業
権
に
は
割
当
内

容
を
認
め
な
い
（
同
二
一
二
頁
、
窪
田
充
見
編
『
新
注
釈
民
法
⒂
債
権
⑻
』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
七
〕
一
二
四
頁
［
藤
原
正
則
］）。

松
坂
佐
一
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
〔
新
版
〕』〔
有
斐
閣
・
一
九
七
三
〕
一
四
一
～
一
四
二
頁
（
ⓐ
ⓑ
は
大
久
保
に
よ
る
）。

ド
イ
ツ
民
法
八
二
三
条
⑴　

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
他
人
の
生
命
、
身
体
、
健
康
、
自
由
、
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を
違
法
に
侵
害
し

た
者
は
、
そ
の
他
人
に
対
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
。

⑵　

他
人
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
規
に
違
反
し
た
者
も
同
一
の
義
務
を
負
う
。
法
規
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
そ
の
法
規
の
違
反
が
過
責
な
く

し
て
可
能
な
場
合
に
は
、
過
責
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
賠
償
義
務
が
生
ず
る
。

原
語
はZuw

eisungsgehalt

で
あ
る
（
松
坂
・
前
掲
注
（
7
）
一
四
〇
頁
）。
現
在
で
は
「
割
当
内
容
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以

下
、
地
の
文
で
は
「
割
当
内
容
」
と
表
記
す
る
。

松
坂
・
前
掲
注
（
7
）
五
八
～
五
九
頁
。

松
坂
・
前
掲
注
（
7
）
第
二
章
第
三
節
・
第
四
節
。

松
坂
・
前
掲
注
（
7
）
一
四
〇
頁
。

松
坂
・
前
掲
注
（
7
）
六
一
頁
（
違
法
性
説
を
採
る
シ
ュ
ル
ツ
の
見
解
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
）、
一
四
四
頁
注
（
2
）。

松
坂
・
前
掲
注
（
7
）
一
五
〇
頁
注
（
13
）。

Ernst von Caem
m

erer, Bereicherung und unerlaubte H
andlung, in: Festschrift für Rabel, Bd.1, 1954, SS.333ff. 

ⓐ
に

つ
い
て
はS.396, 

ⓑ
に
つ
い
て
はS.398

。
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
磯
村
哲
「
カ
ェ
メ
ラ
ー
『
不
当
利
得
』〔
紹
介
〕」〔
初
出
・
一
九
五
七
〕

『
不
当
利
得
論
考
』〔
新
青
出
版
・
二
〇
〇
六
〕
二
一
一
頁
以
下
（
不
正
競
業
に
つ
い
て
は
二
一
九
～
二
二
〇
頁
）、
加
藤
・
前
掲
注
（
6
）
一

六
四
頁
以
下
、
村
田
大
樹
「
侵
害
利
得
論
に
お
け
る
『
割
当
内
容
を
も
つ
権
利
』
の
判
断
構
造
」
同
志
社
法
学
六
〇
巻
七
号
〔
二
〇
〇
九
〕
六

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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不正競争に基づく不当利得責任 

一
九
～
六
二
三
頁
な
ど
に
紹
介
が
あ
る
。

「
持
ち
主
に
財
貨
を
割
り
当
て
る
の
が
、
絶
対
権
の
本
質
で
あ
る
。
所
有
権
そ
の
他
の
絶
対
権
の
財
貨
帰
属
機
能
に
、
利
得
の
不
当
性
に

関
す
る
判
断
は
支
え
ら
れ
て
い
る
」（Caem

m
erer, a.a.O

., S.353

）。

Josef Esser, Schuldrecht, allgem
einer und besonderer T

eil, 2.A
ufl., 1960, S.807.

Ludw
ig Raiser, D

er Stand der Lehre vom
 subjektiven Recht im

 D
eutschen Zivilrecht, JZ 1961, S.468.

Ebert, a.a.O
., SS.77-78. 

豊
崎
光
衞
「
不
正
競
業
と
損
害
賠
償
」
我
妻
先
生
還
暦
記
念
『
損
害
賠
償
責
任
の
研
究 

中
』〔
有
斐
閣
・
一

九
五
八
〕
五
九
八
頁
は
、
否
定
説
を
判
例
・
通
説
と
し
、
反
対
説
と
し
て
ヘ
ー
フ
ァ
ー
メ
ー
ル
、
ラ
イ
マ
ー
を
挙
げ
る
。

好
美
清
光
「
不
当
利
得
法
の
新
し
い
動
向
に
つ
い
て
（
下
）」
判
タ
三
八
七
号
〔
一
九
七
九
〕
二
三
頁
（
た
だ
し
、
例
示
さ
れ
て
い
る
の

は
、
原
産
地
虚
偽
表
示
等
で
利
益
を
上
げ
た
場
合
で
あ
る
。
な
お
、
好
美
清
光
「
準
事
務
管
理
の
再
評
価
─
─
不
当
利
得
法
等
の
検
討
を
通
じ

て
─
─
」
谷
口
知
平
教
授
還
暦
記
念
『
不
当
利
得
・
事
務
管
理
の
研
究
⑶
』〔
有
斐
閣
・
一
九
七
二
〕
四
二
一
頁
で
は
、
他
人
の
営
業
主
体
な

い
し
商
品
と
の
混
同
行
為
の
類
型
に
つ
き
、
標
識
権
侵
害
と
し
て
、
適
正
使
用
料
相
当
額
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
認
め
る
）、
四
宮
和
夫

『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
』〔
青
林
書
院
新
社
・
一
九
八
一
〕
一
八
九
頁
（
た
だ
し
、
四
宮
和
夫
「
不
正
競
争
と
権
利
保
護
手
段
─
─
不
法
行

為
法
の
理
論
を
中
心
と
し
て
─
─
」
法
時
三
一
巻
二
号
〔
一
九
五
九
〕
二
一
頁
で
は
、
不
当
利
得
の
成
立
を
認
め
る
）、
藤
岡
康
宏
ほ
か
『
民

法
Ⅳ
─
債
権
各
論
〔
第
四
版
〕』〔
有
斐
閣
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
・
二
〇
一
九
〕
四
五
一
頁
［
松
本
恒
雄
］。
知
的
財
産
法
の
田
村
・
前
掲
注
（
1
）
一

九
〇
～
一
九
二
頁
（
商
品
等
主
体
混
同
行
為
に
つ
き
）、
三
六
六
頁
（
営
業
秘
密
不
正
利
用
行
為
に
つ
き
）
も
同
旨
。

渋
谷
達
紀
『
商
標
法
の
理
論
』〔
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
七
三
〕
一
〇
五
～
一
一
五
頁
。
な
お
、
同
条
は
競
業
法
的
規
制
で
あ
る
が
、

同
条
の
旧
々
法
（
一
八
九
四
年
法
）
一
五
条
違
反
に
基
づ
く
不
当
利
得
返
還
請
求
を
棄
却
し
た
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
の
帝
国
裁
判
所
の

判
例
（RGZ 47, 100

）
が
あ
る
（
同
一
〇
七
頁
、
一
一
一
頁
注
（
2
））。

Caem
m

erer, a.a.O
., S.399. 

田
村
・
前
掲
注
（
1
）
一
九
二
頁
も
参
照
。

以
下
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
豊
崎
光
衞
ほ
か
『〈
特
別
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
〉
不
正
競
争
防
止
法
』〔
第
一
法
規
出
版
・
一
九
八
二
〕
三

〇
二
頁
［
松
尾
和
子
］、
茶
園
成
樹
『
不
正
競
争
防
止
法
〔
第
二
版
〕』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
九
〕
一
六
七
頁
。
そ
の
他
の
文
献
に
つ
い
て
は
、

諏
訪
野
大
「
商
品
等
表
示
該
当
性
一
般
⑶
─
─
題
号
〔
超
時
空
要
塞
マ
ク
ロ
ス
事
件
〕」『
商
標
・
意
匠
・
不
正
競
争
判
例
百
選
』〔
二
〇
〇

七
〕
一
二
七
頁
を
参
照
。

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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論　　　説
A

dolf Baum
bach/W

olfgang H
eferm

ehl, W
ettbew

erbs- und W
arenzeichenrecht, Bd.1, 11.A

ufl., 1974, Rn.363-366 Einl 
U

W
G. 

前
掲
注
（
19
）
も
参
照
。

谷
口
知
平
＝
甲
斐
道
太
郎
編
『
新
版
注
釈
民
法
⒅
債
権
⑼
』〔
有
斐
閣
・
一
九
九
一
〕
六
〇
〇
頁
［
小
野
昌
延
］。

山
本
庸
幸
『
要
説 

不
正
競
争
防
止
法
』〔
発
明
協
会
・
二
〇
〇
六
〕
二
八
四
～
二
八
六
頁
。

小
野
昌
延
＝
松
村
信
夫
『
新
・
不
正
競
争
防
止
法
概
説
〔
第
三
版
〕
下
巻
』〔
青
林
書
院
・
二
〇
二
〇
〕
二
八
三
頁
も
参
照
。

諏
訪
野
・
前
掲
注
（
1
）
二
〇
五
～
二
一
七
頁
。

違
法
性
説
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、Ebert, a.a.O

., SS.70-75; 

長
谷
川
隆
「
無
断
使
用
に
よ
る
権
利
侵
害
と
不
当
利
得
法

的
視
点
⑴
」
富
大
経
済
論
集
三
五
巻
三
号
〔
一
九
九
〇
〕
一
二
三
～
一
二
四
頁
も
参
照
。

H
artm

ut H
aines, Bereicherungsansprüche bei W

arenzeichenverletzungen und unlauterem
 W

ettbew
erb: zugleich 

ein Beitrag zur D
ogm

atik der Eingriffskondiktion, 1970, SS.85-86; H
ans-Georg K

oppensteiner/Ernst A
. K

ram
er, 

U
ngerechtfertigte Bereicherung, 1975, S.91; 

長
谷
川
隆
「
無
断
使
用
に
よ
る
権
利
侵
害
と
不
当
利
得
法
的
視
点
⑵
」
富
大
経
済
論
集
三

六
巻
二
号
〔
一
九
九
〇
〕
三
〇
四
～
三
〇
五
頁
、
村
田
・
前
掲
注
（
15
）
六
二
三
～
六
三
六
頁
。

H
orst H

einrich Jakobs, Eingriffserw
erb und V

erm
ögensverschiebung: in der Lehre von der ungerechtfertigten 

Bereicherung, 1964, S.104.
Jakobs, a.a.O

., S.24, S.155. Fournier, a.a.O
., S.81

の
批
判
も
こ
れ
に
近
い
。

H
artm

ut Reeb, Grundproblem
e des Bereicherungsrechts, 1975, SS.35-36. 

そ
の
他
の
批
判
に
つ
い
て
は
、D

ieter Reuter/
M

ichael M
artinek, U

ngerechtfertigte Bereicherung, 1983, SS.241-242 

を
参
照
。

ヤ
コ
ブ
ス
の
見
解
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
角
由
和
『
不
当
利
得
と
は
な
に
か
』〔
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
四
〕
八
〇
～
一
〇
〇
頁
を
参

照
。

た
だ
し
、
フ
ル
ニ
エ
は
、
ヤ
コ
ブ
ス
は
「
他
人
の
権
利
侵
害
」
を
要
件
と
し
て
お
り
一
貫
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
（Fournier, a.a.O

., 
SS.29-32

）。

違
法
性
説
の
創
始
者
で
あ
る
シ
ュ
ル
ツ
も
、
不
正
競
争
に
つ
き
不
当
利
得
を
認
め
て
い
た
（Fritz Schulz, System

 der Rechte auf 
den Eingriffserw

erb, A
cP 105 (1909), SS.218-226

）。
違
法
性
説
は
割
当
内
容
説
よ
り
も
不
正
競
争
の
場
合
に
不
当
利
得
を
肯
定
し
や
す

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）
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不正競争に基づく不当利得責任 

い
（Reuter/M

artinek, a.a.O
., S.243; Fournier, a.a.O

., SS.2-3; Ellger, a.a.O
., SS.804-805

）。

Jakobs, a.a.O
., SS.114-118.

Jakobs, a.a.O
., S.168. 

ヤ
コ
ブ
ス
は
そ
も
そ
も
、
不
正
競
争
の
場
合
に
競
争
者
間
で
被
害
者
か
ら
侵
害
者
に
財
産
が
移
動
し
て
い
る
と

は
見
な
い
（Jakobs, a.a.O

., S.116

）。

Schulz, A
cP 105, S.443. 

し
た
が
っ
て
、
違
法
行
為
に
対
す
る
制
裁
が
、
侵
害
利
得
の
目
的
と
な
る
（K

oppensteiner/K
ram

er, 
a.a.O

., S.84
）。

川
角
・
前
掲
注
（
34
）
六
六
頁
、
藤
原
正
則
「
侵
害
不
当
利
得
法
の
現
状
─
─
代
償
請
求
と
利
益
の
返
環
（Gew

innherausgabe

）

─
─
」
北
大
法
学
論
集
四
四
巻
六
号
〔
一
九
九
四
〕
一
五
八
二
～
一
五
八
六
頁
、
藤
原
『
不
当
利
得
法
』
二
一
〇
頁
。
し
か
し
、
割
当
内
容
説

が
収
益
返
還
を
認
め
る
こ
と
も
あ
る
（
潮
見
佳
男
「
著
作
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
・
利
得
返
還
と
民
法
法
理
」
法
学
論
叢
一
五
六
巻

五
・
六
号
〔
二
〇
〇
五
〕
二
四
七
～
二
四
八
頁
、
長
野
史
寛
「
知
的
財
産
権
侵
害
に
お
け
る
不
当
利
得
返
還
請
求
─
─
侵
害
利
得
と
不
法
行
為

が
交
錯
す
る
一
場
面
─
─
」
法
学
論
叢
一
八
〇
巻
五
・
六
号
〔
二
〇
一
七
〕
六
三
四
～
六
三
九
頁
）。
た
だ
し
、
長
野
に
お
い
て
は
、
客
観
的

価
値
説
と
は
「
得
た
も
の
（
ド
民
八
一
八
条
二
項
）」（
利
用
そ
れ
自
体
）
の
共
通
価
値
な
い
し
市
場
価
値
（
だ
け
）
が
返
還
さ
れ
る
べ
き
だ
と

す
る
説
で
あ
り
、
主
観
的
価
値
説
と
は
「
得
た
も
の
」
が
返
還
債
務
者
の
財
産
に
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
か
に
よ
っ
て
返
還

額
を
決
す
べ
き
だ
と
す
る
説
で
あ
る
（
同
六
三
四
頁
）。

Fournier, a.a.O
., SS.55-59; 

藤
原
『
不
当
利
得
法
』
二
一
〇
～
二
一
一
頁
、
村
田
・
前
掲
注
（
15
）
六
四
五
頁
注
（
69
）。
あ
る
法
主

体
に
不
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
は
あ
る
が
、
他
の
法
主
体
に
有
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
が
な
い
場
合
（
あ
る
い
は
、
そ
の

逆
の
場
合
）
の
一
般
的
な
問
題
に
関
し
て
は
、
大
久
保
邦
彦
「
二
面
的
正
当
化
原
理
─
─
ス
キ
ミ
ン
グ
被
害
の
預
金
者
保
護
に
向
け
て
─
─
」

甲
南
法
務
研
究
二
号
〔
二
〇
〇
六
〕
一
三
頁
以
下
で
検
討
を
加
え
た
（
村
田
・
同
六
三
五
頁
に
「
両
面
的
正
当
化
」
と
い
う
語
が
出
て
く
る
が
、

「
二
面
的
正
当
化
」
と
意
味
は
同
じ
で
あ
る
〔
大
久
保
・
同
一
四
頁
注
（
12
）〕）。

H
aines, a.a.O

., S.100. 

後
述
す
る
よ
う
に
、
ハ
イ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、
不
正
競
争
に
よ
る
被
害
者
が
不
特
定
多
数
存
在
す
る
場
合
に
は

不
当
利
得
は
成
立
し
な
い
の
で
、
こ
の
難
問
は
回
避
さ
れ
る
。

シ
ュ
ル
ツ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
谷
口
知
平
『
不
当
利
得
の
研
究
』〔
有
斐
閣
・
一
九
四
九
〕
五
一
～
五
三
頁
、
松
坂
佐
一
『
不
当
利
得

論
』〔
有
斐
閣
・
一
九
五
三
〕
一
五
七
～
一
五
九
頁
に
、
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）
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論　　　説
Schulz, A

cP 105, SS.225-226.
Jakobs, a.a.O

., SS.116-117. 

割
当
内
容
説
か
ら
は
、
被
害
者
は
行
為
規
範
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
被
害
者
に
法
的
財
貨
は
割

り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
、
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（Reuter/M

artinek, a.a.O
., S.247

）。

藤
原
・
前
掲
注
（
40
）「
侵
害
不
当
利
得
法
の
現
状
」
一
五
八
五
頁
。
不
正
競
争
の
事
例
で
は
な
い
が
、
違
法
行
為
に
よ
っ
て
利
益
が
取

得
さ
れ
た
が
不
当
利
得
責
任
が
否
定
さ
れ
そ
う
な
事
例
と
し
て
、
重
要
な
商
談
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
運
転
し
た
た
め
他
の

交
通
関
与
者
を
危
殆
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
例
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
（Ebert, a.a.O

., SS.71-72

）。

W
alter W

ilburg, D
ie Lehre von der ungerechtfertigten Bereicherung nach österreichischem

 und deutschem
 Recht: 

K
ritik und A

ufbau, 1934, SS.44-46; 

加
藤
・
前
掲
注
（
6
）
一
五
七
頁
、
一
六
三
頁
、
長
谷
川
・
前
掲
注
（
29
）
一
二
七
～
一
二
八
頁
、

村
田
・
前
掲
注
（
15
）
六
一
八
～
六
一
九
頁
に
紹
介
が
あ
る
。

長
谷
川
・
前
掲
注
（
29
）
一
二
五
頁
注
（
21
）
に
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。
た
だ
し
、
エ
ー
ベ
ル
ト
の
ハ
イ
ネ
ス
に
対
す
る
評
価
は
低
い

（Ebert, a.a.O
., SS.76-77

）。

そ
の
結
果
、
ハ
イ
ネ
ス
は
割
当
内
容
説
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
（Reuter/M

artinek, a.a.O
., S.244; Fournier, a.a.O

., S.60

）。

H
aines, a.a.O

., SS.93-107.

具
体
例
に
つ
い
て
は
、
橋
本
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
二
〇
頁
［
大
久
保
］
を
参
照
。

谷
口
『
不
当
利
得
の
研
究
』
五
二
頁
、
松
坂
・
前
掲
注
（
7
）
六
一
頁
、
長
野
史
寛
『
不
法
行
為
責
任
内
容
論
序
説
』〔
有
斐
閣
・
二
〇

一
七
〕
二
三
七
頁
（
以
下
、
長
野
『
序
説
』
で
引
用
）、
長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
三
二
頁
、K

arl Larenz/Claus-W
ilhelm

 Canaris, 
Lehrbuch des Schuldrechts, Bd.II/2, Besonderer T

eil, 13. A
ufl., 1994, S.169.

日
本
の
裁
判
例
に
は
、
違
法
性
説
を
否
定
し
て
割
当
内
容
説
を
採
る
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
（
知
財
高
判
平
成
二
〇
・
九
・
三
〇
判
時

二
〇
二
四
号
一
三
三
頁
）。
こ
の
判
決
で
は
、
国
が
法
務
局
内
に
お
い
て
コ
ピ
ー
機
の
設
置
場
所
を
提
供
し
土
地
宝
典
を
貸
与
す
る
こ
と
が
著

作
権
侵
害
の
幇
助
に
当
た
る
と
し
て
も
、
複
製
行
為
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
の
は
国
で
は
な
く
複
製
行
為
を
し
た
不
特
定
多
数
人
な
の
で
、

著
作
権
者
は
国
に
対
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。

以
下
で
紹
介
す
る
時
期
の
割
当
内
容
説
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
・
前
掲
注
（
30
）
三
〇
四
～
三
一
〇
頁
、
村
田
・
前
掲
注
（
15
）
六
二
五

頁
以
下
に
紹
介
が
あ
る
。

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）
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K

oppensteiner/K
ram

er, a.a.O
., S.92, S.98. Staudinger-W

erner Lorenz (1978) V
orbem

 44 zu §§812-822 

も
同
旨
。

K
öhler, a.a.O

., SS.169-170; Staudinger/S Lorenz (2007) V
orbem

 71 zu §§812ff.
Gerd K

leinheyer, Rechtsgutsverw
endung und Bereicherungsausgleich JZ 1970, S.475. Reeb, a.a.O

., SS.38-42 

も
類
似

の
見
解
を
主
張
す
る
。
ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
、
レ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
山
田
幸
二
『
現
代
不
当
利
得
法
の
研
究
』〔
創
文
社
・
一
九
八
九
〕
六

九
～
七
一
頁
、
長
谷
川
・
前
掲
注
（
30
）
三
〇
六
～
三
〇
七
頁
、
村
田
・
前
掲
注
（
15
）
六
二
五
～
六
二
六
頁
に
紹
介
が
あ
る
。

ロ
イ
タ
ー
と
マ
ル
テ
ィ
ネ
ク
は
、
ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
は
割
当
内
容
説
に
立
つ
が
違
法
性
説
に
接
近
し
て
い
る
と
評
価
す
る
（Reuter/

M
artinek, a.a.O

., S.256

）。
エ
ル
ガ
ー
は
、
ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
を
法
的
財
貨
説
（Rechtsgutstheorie

）
に
分
類
す
る
（Ellger, a.a.O

., 
SS.375ff., S.804

）。

こ
の
説
の
詳
細
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、Fournier, a.a.O

., SS.49-54 

を
参
照
。

余
談
で
あ
る
が
、
樽
井
正
義
＝
池
尾
恭
一
訳
『
カ
ン
ト
全
集
11
人
倫
の
形
而
上
学
』〔
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
二
〕
一
二
四
頁
に
よ
る
と
、

「
学
問
で
さ
え
、
無
償
で
他
の
人
に
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
財
貨
に
含
ま
れ
る
」。

ド
イ
ツ
不
正
競
争
防
止
法
の
旧
規
定
に
つ
い
て
は
、
田
村
善
之
「
ド
イ
ツ
の
不
正
競
争
防
止
法
（
訳
文
）」
判
タ
七
九
三
号
〔
一
九
九

二
〕
九
二
頁
以
下
、
角
田
美
穂
子
訳
「《
資
料
》
ド
イ
ツ
不
正
競
争
防
止
法 

仮
訳 

一
九
〇
九
年
六
月
七
日
の
不
正
競
争
防
止
法
」
亜
細
亜
法

学
三
七
巻
二
号
〔
二
〇
〇
三
〕
二
一
一
頁
以
下
に
、
翻
訳
が
あ
る
（
後
注
で
紹
介
す
る
条
文
は
角
田
訳
に
よ
る
）。

Ｕ
Ｗ
Ｇ
一
七
条
⑴　

事
業
体
の
従
業
員
、
労
働
者
ま
た
は
見
習
人
と
し
て
雇
用
関
係
に
基
づ
い
て
打
ち
明
け
ら
れ
、
ま
た
は
知
り
得
る
こ

と
と
な
っ
た
営
業
上
ま
た
は
事
業
上
の
秘
密
を
、
雇
用
関
係
の
継
続
期
間
中
に
無
権
限
で
、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
も
し
く
は
第
三
者

の
利
益
の
た
め
に
、
ま
た
は
事
業
主
に
損
害
を
与
え
る
意
図
を
も
っ
て
他
人
に
開
示
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
罰
金
に
処
す
る
。

⑵　

競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
、
ま
た
は
事
業
主
に
損
害
を
与
え
る
意
図
を
も
っ
て
、
次
の
各
号

に
定
め
る
行
為
を
な
す
者
は
前
項
と
同
一
の
刑
に
処
す
る
。

　

一　

営
業
上
も
し
く
は
事
業
上
の
秘
密
を
、
次
の
手
段
に
よ
り
無
権
限
に
入
手
ま
た
は
確
保
す
る
こ
と
。

　
　

⒜　

技
術
的
手
段
の
利
用
、

　
　

⒝　

秘
密
を
化
体
す
る
複
製
物
の
作
成
、
も
し
く
は

　
　

⒞　

秘
密
が
化
体
さ
れ
た
物
の
取
得
。
ま
た
は

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）

（
62
）
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二　

第
一
項
に
い
う
開
示
の
一
形
態
、
自
己
も
し
く
は
他
人
の
前
号
が
定
め
る
行
為
に
よ
り
取
得
し
、
も
し
く
は
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

無
権
限
に
入
手
、
確
保
し
た
営
業
上
ま
た
は
事
業
上
の
秘
密
を
無
権
限
に
使
用
し
、
も
し
く
は
他
人
に
開
示
す
る
こ
と
。

　

⑶　

本
条
の
罪
の
未
遂
犯
は
、
こ
れ
を
罰
す
る
。

　

⑷　

特
に
重
大
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
五
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
罰
金
に
処
す
る
。
行
為
者
が
開
示
の
際
に
秘
密
が
国
外
に
お
い
て
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
自
ら
国
外
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、
通
常
、
重
大
な
事
例
と
な
る
。

Ｕ
Ｗ
Ｇ
一
八
条　

業
務
上
の
取
引
に
お
い
て
打
ち
明
け
ら
れ
た
原
型
ま
た
は
技
術
上
の
指
図
書
、
と
り
わ
け
図
面
、
雛
型
、
型
番
、
処
方

箋
を
、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
も
し
く
は
自
己
の
た
め
に
無
権
限
に
利
用
し
、
ま
た
は
他
人
に
開
示
す
る
者
は
、
二
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た

は
罰
金
に
処
す
る
。

U
w

e H
üffer, D

ie Eingriffskondiktion, JuS 1981, S.263; Reuter/M
artinek, a.a.O

., SS.256-262, SS.280-281. 

エ
ル
ガ
ー
は
、

絶
対
権
（
知
的
財
産
権
）
に
類
似
す
る
法
的
地
位
に
し
か
不
当
利
得
に
よ
る
保
護
は
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
市
場
に
お
け
る
換
価

可
能
性
に
着
目
し
、
営
業
上
・
事
業
上
の
秘
密
や
原
型
等
に
つ
き
侵
害
利
得
に
よ
る
保
護
を
認
め
る
本
説
に
対
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る

（Ellger, a.a.O
., S.845, SS.847-848

）。
な
お
、
エ
ル
ガ
ー
は
、
Ｕ
Ｗ
Ｇ
一
条
（
後
掲
注
（
79
））
に
つ
い
て
は
、
財
貨
が
知
的
財
産
権
の
実

質
的
要
件
を
満
た
し
て
い
る
が
、
出
願
・
登
録
に
よ
っ
て
知
的
財
産
権
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
そ
の
財
貨
の
持
ち
主
に
期
待
で
き
な
い

か
他
の
理
由
に
よ
り
実
際
的
で
な
い
場
合
に
の
み
、
知
的
財
産
権
と
の
類
似
性
を
肯
定
し
、
不
当
利
得
法
的
に
意
味
の
あ
る
割
当
内
容
が
あ
る

と
し
て
、
侵
害
利
得
に
よ
る
保
護
を
与
え
る
（Ellger, a.a.O

., S.842, S.850

）。

Ebert, a.a.O
., SS.83-84.

Larenz/Canaris, a.a.O
. 

以
下
、
本
文
中
で
頁
数
の
み
で
引
用
す
る
（
強
調
は
原
文
、
括
弧
書
き
は
一
部
省
略
し
た
）。
村
田
・
前
掲
注

（
15
）
六
三
一
～
六
三
四
頁
、
長
野
『
序
説
』
二
三
一
～
二
三
二
頁
に
、
カ
ナ
ー
リ
ス
の
紹
介
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
不
当
利
得
法
の
全
体
像
を
把

握
す
る
に
は
、
同
書
の
記
述
は
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
個
別
事
例
が
体
系
的
に
ど
の
不
当
利
得
類
型
に
帰
属
す
る

か
と
い
う
問
題
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
橋
本
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
の
教
科
書
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
不
当
利
得
の
類
型
論
に
つ
い
て
は
主

に
同
書SS.127-348 

の
構
想
に
従
っ
た
。
た
と
え
ば
、
費
用
利
得
（V

erw
endungskondiktion

）・
求
償
利
得
（Rückgriffskondiktion

）

に
帰
属
し
な
い
支
出
利
得
（A

ufw
endungskondiktion

）
が
存
在
す
る
点
（
橋
本
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
三
一
頁
、
三
六
頁
、
六
二
頁
［
大

久
保
］）
に
つ
い
て
は
、
同
書SS.188-195 

を
参
照
し
た
（
カ
ナ
ー
リ
ス
はD

irektdurchgriffskondiktion

と
呼
ぶ
）。

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）
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こ
こ
に
付
さ
れ
た
注
で
、「
そ
の
限
り
で
確
か
に
違
法
性
説
に
従
う
」
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
を
結
論
同
旨
と
し
て
援
用
し
、
反
対
説
と
し
て
ケ

メ
ラ
ー
を
例
示
し
て
い
る
。

性
的
自
由
の
よ
う
に
、
そ
の
対
価
を
請
求
で
き
な
い
も
の
は
、
割
当
内
容
が
あ
っ
て
も
侵
害
利
得
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
（Larenz/

Canaris, a.a.O
., S.171; K

öhler, a.a.O
., SS.168-169; 

好
美
・
前
掲
注
（
20
）
判
タ
三
八
七
号
二
二
～
二
三
頁
）。「
市
場
に
お
け
る
換
価
可
能

性
」
と
「
対
価
請
求
可
能
性
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、Larenz/Canaris, a.a.O

., S.172; 

村
田
・
前
掲
注
（
15
）
六
三
二
頁
を
参
照
。「
市
場

に
お
け
る
換
価
可
能
性
」
と
「
対
価
請
求
可
能
性
」
の
両
者
と
も
要
件
と
し
な
い
説
と
し
て
、H

elm
ut K

oziol, Bereicherungsansprüche 
bei Eingriffen in nicht entgeltsfähige Güter?: Festschrift für W

olfgang W
iegand, 2005, SS.449ff.

が
あ
る
（
村
田
・
同
六
三
四

～
六
三
六
頁
に
紹
介
が
あ
る
）。

妨
害
競
争
と
は
、
自
己
の
業
績
の
上
昇
を
伴
わ
ず
に
、
た
だ
競
争
者
の
妨
害
（
行
為
の
自
由
の
侵
害
）
の
み
を
引
き
起
こ
す
行
為
を
指
す

（
岸
井
大
太
郎
「
ド
イ
ツ
競
争
法
に
お
け
る
『
業
績
競
争
（Leistungsw

ettbew
erb

）』
理
論
（
一
）」
法
学
志
林
八
三
巻
一
号
〔
一
九
八

五
〕
一
五
頁
）。
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
同
二
五
～
二
六
頁
を
参
照
。

た
と
え
ば
、
事
業
者
Ａ
が
見
本
市
で
設
置
し
て
い
た
宣
伝
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
競
争
者
Ｂ
が
勝
手
に
撤
去
す
る
行
為
は
、
妨
害
競
争
の
典

型
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
Ａ
の
競
争
機
会
は
侵
害
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
は
Ａ
の
競
争
機
会
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、
Ａ
の
競
争
機
会
が
反
射
的
に

改
善
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
侵
害
利
得
は
成
立
し
な
い
（K

öhler, a.a.O
., S.172

）。

デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
（dead copy

）
に
当
た
る
（Christopher H

eath, Japan - eine K
opierkultur?, Zeitschrift für Japanisches 

Recht Bd.3 N
r.5 (1998), S.118

）。
完
全
模
倣
に
つ
い
て
は
、Ellger, a.a.O

., SS.832-835 

も
参
照
。

Franz Bydlinski, System
 und Prinzipien des Privatrechts, 1996, SS.243-244. 

強
調
は
原
文
。
橋
本
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
の

教
科
書
の
執
筆
に
際
し
て
、
カ
ナ
ー
リ
ス
と
と
も
に
し
ば
し
ば
参
照
し
た
の
が
同
書SS.233-294 

で
あ
り
、
特
に
不
当
利
得
の
基
本
原
理
に

つ
い
て
は
同
書
の
構
想
に
従
っ
て
い
る
。
転
用
物
訴
権
に
つ
き
、
村
田
大
樹
「
転
用
物
訴
権
と
財
貨
秩
序
─
─
類
型
論
の
下
で
の
受
容
可
能

性
？
」
深
谷
格
＝
西
内
祐
介
編
著
『
大
改
正
時
代
の
民
法
学
』〔
成
文
堂
・
二
〇
一
八
〕
五
一
五
頁
以
下
で
検
討
い
た
だ
い
た
見
解
も
、
同
書

SS.273-279 

に
従
っ
て
い
る
。

不
正
競
争
者
の
決
定
に
不
法
行
為
法
が
補
充
的
に
与
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、H

aines, a.a.O
., SS.61-64 

も
参
照
。

エ
ー
ベ
ル
ト
に
よ
る
と
、
全
面
的
否
定
説
と
し
て
、
ケ
メ
ラ
ー
ら
以
外
に
、Christian Joerges, Bereicherungsrecht als 

（
67
）

（
68
）

（
69
）

（
70
）

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）
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論　　　説
W

irtschaftsrecht: eines U
ntersuchung zur Entw

icklung von Leistungs- und Eingriffskondiktion, 1977; Rolf K
nieper, 

Recht der K
ondiktionen: vergebliche V

ersuche, Bereicherung zu rechtfertigen, K
ritische Justiz 1980, SS.117ff.; ders, 

M
oderne Bereicherungslehren?, Betriebs-Berater, 1991, SS.1578ff.

が
あ
る
が
、
エ
ー
ベ
ル
ト
に
よ
っ
て
説
得
的
な
批
判
が
加
え
ら

れ
て
い
る
（Ebert, a.a.O

., SS.106-110

）。

K
öhler, a.a.O

., S.168; Ebert, a.a.O
., SS.58-59; Staudinger/S Lorenz (2007) V

orbem
 70 zu §§812ff.

そ
れ
に
対
し
、
エ
ー
ベ
ル
ト
は
、
給
付
利
得
と
侵
害
利
得
の
区
別
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
、
割
当
内
容
説
を
批
判
し
、
基
本
的
に
は
違
法

性
説
の
立
場
か
ら
行
為
の
違
法
性
に
法
律
上
の
原
因
の
不
存
在
を
見
出
し
、
市
場
機
会
の
改
善
を
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
客
体
（
取
得
し
た

も
の
）
と
解
し
、
妨
害
競
争
に
つ
い
て
も
侵
害
利
得
を
認
め
る
（Ebert, a.a.O

., SS.89-90, SS.118-126, SS.132-141, SS.194-197

）。

K
öhler, a.a.O

., SS.172-178.
Rahm

enrecht

と
は
、
特
定
人
の
権
利
領
域
に
帰
属
す
る
が
、
そ
の
輪
郭
は
絶
対
権
ほ
ど
確
固
と
し
て
お
ら
ず
明
確
で
な
く
、
あ
る
種

の
「
不
鮮
明
さ
」
を
示
す
法
的
地
位
を
意
味
す
る
。
一
般
的
人
格
権
の
ほ
か
、
企
業
権
・
営
業
権
が
例
示
さ
れ
る
。
法
は
そ
の
特
定
人
に
保
障

さ
れ
た
地
位
を
与
え
る
が
、
原
則
と
し
て
他
人
の
あ
ら
ゆ
る
侵
害
を
否
認
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
枠
権
侵
害
に
よ
っ
て
違
法
性
は
徴
表
さ
れ
ず
、

違
法
性
判
断
に
は
財
貨
衡
量
を
要
す
る
（W

olfgang Fikentscher, Schuldrecht, 7. A
ufl., 1985, S.729

）。
訳
語
と
し
て
は
、「
枠
た
る
権

利
」（
根
本
尚
徳
『
差
止
請
求
権
の
理
論
』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
一
〕
四
二
頁
）、「
枠
組
権
」（
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ポ
イ
ケ
ル
ト
／
水
津
太
郎

訳
「
所
有
権
と
自
由
」
慶
應
法
学
一
九
号
〔
二
〇
一
一
〕
四
四
五
頁
）、「
大
綱
的
権
利
」（
建
部
雅
『
不
法
行
為
法
に
お
け
る
名
誉
概
念
の
変

遷
』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
四
〕
一
五
四
頁
）、「
枠
の
権
利
」（
長
野
『
序
説
』
二
三
四
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

Ｕ
Ｗ
Ｇ
一
条　

業
務
上
の
取
引
に
お
い
て
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
行
為
を
な
す
者
に
対
し
て
は
、
差
止
お
よ
び
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Fournier, a.a.O
., SS.215-217.

H
elm

ut Coing, Bem
erkungen zum

 überkom
m

enen Zivilrechtssystem
, in: Festschrift für H

ans D
ölle, Bd.1, 1963, S.26; 

Raiser, JZ 1961, SS.465-466.

『
カ
ン
ト
全
集
11
人
倫
の
形
而
上
学
』
四
八
～
四
九
頁
。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
著
／
小
橋
一
郎
訳
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
第
一
巻
』〔
成
文
堂
・
一
九
九
三
〕
二
九
七
頁
。
こ
の
有
名
な
一
節
は
、
ハ
イ
エ

（
75
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
80
）

（
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）

（
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）

（
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）
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不正競争に基づく不当利得責任 

ク
著
／
渡
辺
幹
雄
訳
『
致
命
的
な
思
い
あ
が
り
』〔
春
秋
社
・
二
〇
〇
九
〕
四
八
頁
、
大
村
敦
志
『
人
間
の
学
と
し
て
の
民
法
学
1
構
造
編
：

規
範
の
基
層
と
上
層
』〔
岩
波
書
店
・
二
〇
一
八
〕
四
三
頁
な
ど
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

H
elm

ut K
oziol, A

rt. 2:102. Protected Interests, in: Principles of Europen T
ort Law

, p.30. 

大
久
保
邦
彦
「
動
的
体
系
論
に

よ
る
立
法
の
方
法
論
的
基
礎
」
国
際
公
共
政
策
研
究
一
七
巻
一
号
〔
二
〇
一
二
〕
一
一
七
頁
も
参
照
。

Protokolle der K
om

m
ission für die Zw

eite Lesung des Entw
urfs des Bürgerlichen Gesetzbuchs, Bd.2, 1898, SS.567-

568; M
ugdan, SS.1073-1074. 

錦
織
成
史
「
民
事
不
法
の
二
元
性
㈠
─
─
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
の
発
展
に
関
す
る
一
考
察
─
─
」
法
学
論
叢

九
八
巻
一
号
〔
一
九
七
五
〕
三
〇
頁
、
根
本
・
前
掲
注
（
78
）
二
三
一
頁
注
（
101
）
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ピ
ッ
カ
ー
は
、
権
利
・
利
益
の
要
保
護
性
に
つ
い
て
、
二
つ
の
方
法
で
差
異
を
認
め
な
い
（
根
本
・
前
掲
注
（
78
）
一
九
三
～
一

九
五
頁
を
参
照
）。

中
山
信
弘
「
財
産
的
情
報
に
お
け
る
保
護
制
度
の
現
状
と
将
来
」『
岩
波
講
座 

現
代
の
法
10
情
報
と
法
』〔
岩
波
書
店
・
一
九
九
七
〕。
以

下
、
本
文
中
で
頁
数
の
み
で
引
用
す
る
。

吉
田
克
己
「
総
論
・
競
争
秩
序
と
民
法
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
六
三
号
〔
二
〇
〇
七
〕
四
七
頁
注
（
23
）
も
同
旨
。

H
aines, a.a.O

., S.98 

も
同
旨
。

田
村
善
之
『
機
能
的
知
的
財
産
法
の
理
論
』〔
信
山
社
・
一
九
九
六
〕
二
～
五
頁
。

H
aines, a.a.O

., S.77, SS.98-99; Ebert, a.a.O
., SS.78-81.

侵
害
利
得
の
成
否
に
関
し
、
ラ
イ
ザ
ー
の
分
類
に
着
目
す
る
見
解
と
し
て
、Fournier, a.a.O

., S.67 

が
あ
る
。

ヘ
ン
ケ
ル
も
、
所
有
権
の
諸
機
能
を
処
分
・
使
用
・
費
消
・
用
益
・
不
使
用
・
破
壊
・
妨
害
排
除
・
返
還
・
妨
害
予
防
・
責
任
負
担
に
分

け
て
い
る
（W

olfram
 H

enckel, Grenzen der V
erm

ögenshaftung, Jus 1985, S.837

）。
こ
の
う
ち
、
責
任
負
担
機
能
に
つ
い
て
は
、

大
久
保
邦
彦
「
信
託
に
お
け
る
取
戻
権
・
第
三
者
異
議
権
の
法
原
理
的
基
礎
」
信
託
研
究
奨
励
金
論
集
四
二
号
〔
二
〇
二
一
〕
六
〇
～
六
一
頁

で
検
討
し
た
。

ラ
イ
ザ
ー
に
よ
る
第
一
次
権
と
第
二
次
権
の
区
別
の
影
響
を
受
け
た
説
と
し
て
、
ピ
ッ
カ
ー
の
実
質
権
（Substanzrecht

）
と
保
護
権

（Schutzrecht

）
の
区
別
（
根
本
・
前
掲
注
（
78
）
一
七
七
頁
、
二
〇
〇
～
二
〇
九
頁
、
二
一
五
頁
、
二
三
四
～
二
三
五
頁
）、
広
中
の
地
位

的
権
利
と
道
具
的
権
利
の
区
別
（
広
中
俊
雄
『
新
版
民
法
綱
要 

第
一
巻 

総
論
』〔
創
文
社
・
二
〇
〇
六
〕
一
二
〇
～
一
三
一
頁
）
が
あ
る
。

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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論　　　説

商
標
が
商
標
使
用
者
自
身
の
営
業
活
動
の
経
済
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
価
値
あ
る
占
有
状
態
（w

ertvoller Besitzstand

）」

と
い
う
（
横
山
久
芳
「
権
利
の
失
効
」
パ
テ
ン
ト
七
三
巻
一
五
号
〔
二
〇
二
〇
〕
六
五
頁
）。

Raiser, JZ 1961, SS.466-468. 

こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
奥
田
昌
道
『
請
求
権
概
念
の
生
成
と
展
開
』〔
創
文
社
・
一
九
七
九
〕
二
三

一
頁
、
原
島
重
義
『
市
民
法
の
理
論
』〔
創
文
社
・
二
〇
一
一
〕
一
八
頁
、
根
本
・
前
掲
注
（
78
）
一
七
〇
～
一
七
二
頁
な
ど
に
紹
介
が
あ
る
。

権
利
の
積
極
的
側
面
（
割
当
内
容
）
の
重
視
に
つ
い
て
は
、
長
野
『
序
説
』
二
三
八
～
二
四
一
頁
も
参
照
。

善
意
占
有
者
は
、
元
物
の
返
還
義
務
を
負
う
が
、
果
実
の
代
価
の
償
還
義
務
（
不
当
利
得
返
還
義
務
）
を
免
れ
る
。
フ
ル
ニ
エ
も
、
違
法

性
説
を
批
判
す
る
文
脈
で
、
違
法
性
と
不
当
利
得
法
上
の
保
護
価
値
性
と
が
乖
離
す
る
例
と
し
て
、
善
意
占
有
者
の
果
実
取
得
権
に
言
及
す
る

（Fournier, a.a.O
., S.58

）。

広
中
俊
雄
『
物
権
法
〔
第
二
版
増
補
〕』〔
青
林
書
院
・
一
九
八
七
〕
三
七
九
頁
、
三
八
一
頁
は
、
民
法
二
〇
九
条
二
項
・
二
一
二
条
の

「
償
金
」
に
は
、
相
当
使
用
料
の
利
得
（
民
七
〇
三
条
参
照
）
を
し
た
こ
と
に
基
づ
く
利
得
償
還
と
い
う
性
格
の
も
の
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る

が
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
差
止
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。

抵
当
建
物
使
用
者
に
は
、
猶
予
期
間
中
、
引
渡
し
が
猶
予
さ
れ
る
が
、
使
用
・
収
益
権
原
が
な
い
た
め
不
当
利
得
返
還
義
務
を
負
う
（
森

田
修
編
『
新
注
釈
民
法
⑺
物
権
⑷
』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
九
〕
三
〇
六
頁
［
松
本
恒
雄
］）。

コ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
と
ク
ラ
ー
マ
ー
は
、
緊
急
避
難
（
ド
イ
ツ
民
法
九
〇
四
条
二
文
）
の
場
合
な
ど
差
止
請
求
権
が
な
い
場
合
に
も

侵
害
利
得
が
認
め
ら
れ
得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（K

oppensteiner/K
ram

er, a.a.O
., S.94

）。
根
本
・
前
掲
注
（
78
）
一
二
〇
～
一
二
一
頁

は
、
根
本
が
支
持
す
る
違
法
侵
害
説
に
よ
る
と
、
私
人
の
個
人
的
法
益
に
対
す
る
侵
害
が
な
い
場
合
に
も
差
止
請
求
権
が
発
生
し
得
る
と
す
る
。

ロ
イ
タ
ー
と
マ
ル
テ
ィ
ネ
ク
は
、
多
数
説
の
立
場
か
ら
ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
を
批
判
し
て
い
る
（Reuter/M

artinek, a.a.O
., SS.256-

257

）。Fournier, a.a.O
., SS.41-42, S.48 

も
参
照
。

Reuter/M
artinek, a.a.O

., S.257.

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
橋
本
佳
幸
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
総
体
財
産
の
保
護
」
法
学
論
叢
一
六
四
巻
一
～
六
号
〔
二
〇
〇
九
〕
三
九

一
頁
以
下
が
注
目
さ
れ
る
。

日
本
で
は
単
な
る
侵
害
と
利
用
の
区
別
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
邦
彦
「
債
権
法
改
正
法
下
に
お
け
る

『
債
権
』
概
念
に
つ
い
て
」
名
城
法
学
六
九
巻
一
・
二
号
〔
二
〇
一
九
〕
一
〇
四
～
一
〇
七
頁
で
も
触
れ
た
。

（
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）

（
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）
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）
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不正競争に基づく不当利得責任 
Caem

m
erer, a.a.O

., S.352.

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
四
六
～
六
四
七
頁
。

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
三
七
頁
。
客
観
的
価
値
説
と
主
観
的
価
値
説
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
村
田
大
樹
「
侵
害
利
得
に
お
け
る
返
還
内

容
の
多
様
性
」
同
志
社
法
学
五
六
巻
五
号
〔
二
〇
〇
五
〕
三
五
五
頁
以
下
も
参
照
。

各
規
範
の
内
容
を
簡
単
に
知
る
た
め
に
は
、
長
野
『
序
説
』
三
〇
一
頁
、
同
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
責
任
内
容
確
定
規
範
の
考
察
」
私

法
七
六
号
〔
二
〇
一
四
〕
二
七
九
頁
以
下
を
参
照
。

長
野
『
序
説
』
一
六
〇
～
一
六
一
頁
、
二
二
五
～
二
二
七
頁
、
三
〇
一
頁
。「
権
限
」
の
原
語
に
つ
い
て
は
、
同
一
四
三
頁
。
権
利
者
の

自
由
や
選
択
と
い
っ
た
要
素
を
含
む
も
の
が
「
権
限
」、
含
ま
な
い
も
の
が
「
地
位
」
で
あ
る
（
同
三
〇
二
頁
の
ほ
か
、
同
一
五
〇
～
一
五
四

頁
の
ヤ
ン
ゼ
ン
の
見
解
を
参
照
）。

長
野
『
序
説
』
一
八
八
頁
。
侵
害
損
害
は
、「
権
限
」
が
損
な
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
価
値
補
償
規
範
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
の
賠
償
が

認
め
ら
れ
る
と
き
に
当
た
る
（
同
二
九
二
頁
）。「
後
続
損
害
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
同
一
八
頁
。

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
二
三
頁
、
六
二
五
頁
、
六
八
七
頁
。

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
六
六
頁
。
そ
の
後
、
所
有
権
・
人
格
的
権
利
に
つ
い
て
も
、
同
旨
を
説
く
に
至
っ
た
（
長
野
史
寛
「
い
わ
ゆ
る

『
利
益
吐
出
し
』
と
民
法
法
理
─
侵
害
利
得
の
可
能
性
と
限
界
を
中
心
に
」
民
商
一
五
七
巻
一
号
〔
二
〇
二
一
〕
一
〇
三
～
一
〇
六
頁
）。

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
五
二
頁
以
下
。

田
村
善
之
『
知
的
財
産
権
と
損
害
賠
償
〔
新
版
〕』〔
弘
文
堂
・
二
〇
〇
四
〕
二
六
五
頁
。

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
五
八
頁
。
田
村
・
前
掲
注
（
115
）
二
六
八
頁
注
（
2
）
も
参
照
。

田
村
・
前
掲
注
（
115
）
二
六
五
～
二
六
六
頁
。

田
村
・
前
掲
注
（
115
）
二
一
三
頁
。

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
六
二
頁
。

ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
は
、
割
当
内
容
説
の
う
ち
、「
権
限
」
の
割
当
を
認
め
る
説
と
し
て
ケ
メ
ラ
ー
、
メ
ス
ト
メ
ッ
カ
ー
（
さ
ら
に
結
論

同
旨
の
説
と
し
て
、
ク
ル
ツ
、
ラ
ー
レ
ン
ツ
）
を
、「
利
用
成
果
」
の
割
当
を
認
め
る
説
と
し
て
、
ヘ
ッ
ク
、
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
、
エ
ッ
サ
ー
、

フ
ィ
ケ
ン
チ
ャ
ー
を
挙
げ
、
自
身
は
前
説
に
与
す
る
（K

leinheyer, JZ 1970, S.472
）。
村
田
大
樹
は
、
一
般
的
な
割
当
内
容
説
は
前
説
だ

（
106
）

（
107
）

（
108
）

（
109
）

（
110
）

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）

（
117
）

（
118
）

（
119
）

（
120
）
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と
す
る
（
村
田
大
樹
「
侵
害
利
得
の
体
系
的
位
置
づ
け
─
─
あ
る
い
は
侵
害
利
得
の
解
消
論
」
中
原
太
郎
編
著
『
現
代
独
仏
民
事
責
任
法
の
諸

相
』〔
商
事
法
務
・
二
〇
二
〇
〕
三
二
七
頁
注
（
80
））。
長
野
は
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
な
お
、
違
法
性
説
の
中
に
も

「
利
用
成
果
」
の
獲
得
権
（Erw

erbsrecht

）
を
認
め
る
説
が
あ
る
が
（Schulz, A

cP 105, SS.220-222; Jan W
ilhelm

, 
Rechtsverletzung und V

erm
ögensentscheidung als Grundlagen und Grenzen des A

nspruchs aus ungerechtfertigter 
Bereicherung, 1973, SS.86-87

）、
か
か
る
説
は
割
当
内
容
説
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
（M

ünchK
om

m
-Lieb (1997) §812 RdN

r.202

）。

長
野
・
前
掲
注
（
113
）
一
〇
〇
～
一
〇
二
頁
。

こ
の
点
は
後
に
、
市
場
機
会
（
の
利
用
可
能
性
）
も
特
許
権
に
よ
る
割
当
の
対
象
に
含
ま
れ
る
と
修
正
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
侵
害
さ
れ
た

場
合
の
返
還
対
象
は
不
明
確
で
あ
る
。「
実
際
の
収
益
が
市
場
機
会
の
価
値
（
＝
客
観
的
な
実
施
料
相
当
額
）
を
下
回
る
場
合
に
は
利
得
消
滅

の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
実
施
料
相
当
額
の
返
還
が
原
則
と
読
め
る
が
、
他
方
で
「
処
分
対
価
の
割
当
」
も
語
ら
れ
て
お

り
、
両
者
の
関
係
は
不
明
確
で
あ
る
（
長
野
・
前
掲
注
（
113
）
九
九
～
一
〇
三
頁
）。
な
お
、
価
値
補
償
規
範
は
「
権
限
」
に
も
向
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
が
「
利
用
成
果
」
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
記
述
（
長
野
『
序
説
』
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
、
三
〇
五

頁
）
は
不
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。

制
定
法
上
の
制
度
に
お
い
て
も
、
民
法
三
九
五
条
の
抵
当
建
物
使
用
者
の
建
物
使
用
の
対
価
支
払
義
務
は
不
当
利
得
返
還
義
務
で
あ
り
、

そ
の
額
は
、
実
務
的
に
は
、
従
前
賃
料
と
同
額
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
従
前
賃
料
が
不
当
に
高
額
ま
た
は
低
額
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
と
異
な
る
適
正
賃
料
額
の
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
谷
口
園
恵
＝
筒
井
健
夫
編
著
『
改
正 

担

保
・
執
行
法
の
解
説
』〔
商
事
法
務
・
二
〇
〇
四
〕
三
七
頁
、
三
九
頁
注
（
24
））。

長
野
『
序
説
』
二
八
〇
～
二
八
二
頁
（
傍
点
は
大
久
保
）。

長
野
『
序
説
』
三
〇
四
頁
。
主
婦
や
幼
児
の
労
働
能
力
喪
失
（
積
極
的
損
害
）
に
関
す
る
抽
象
的
損
害
計
算
に
つ
い
て
は
、「
人
的
資
源

を
投
入
す
る
権
限
」
自
体
の
価
値
の
賠
償
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
具
体
的
な
収
入
の
喪
失
が
問
題
と
な
る
限
り
で
は
、
同
権
限
行
使

に
よ
る
利
益
の
賠
償
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
（
同
二
八
四
頁
）。

長
野
・
前
掲
注
（
40
）
六
七
八
～
六
八
〇
頁
。

田
村
・
前
掲
注
（
115
）
二
六
五
頁
。
長
野
・
前
掲
注
（
113
）
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
も
そ
れ
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
利
用
成
果
で
は
な
く

権
利
の
「
簒
奪
」
が
要
件
で
あ
り
、
利
用
成
果
が
権
利
者
か
ら
侵
害
者
に
移
転
し
た
と
は
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
121
）

（
122
）

（
123
）

（
124
）

（
125
）

（
126
）

（
127
）
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不正競争に基づく不当利得責任 

村
田
・
前
掲
注
（
120
）
三
二
九
頁
も
、
長
野
に
対
し
、「
失
わ
れ
た
市
場
機
会
の
価
値

4

4

が
権
利
者
か
ら
侵
害
者
に
移
っ
た
か
の
よ
う
に
構

成
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
」
と
批
判
す
る
（
圏
点
は
原
文
）。
ハ
イ
ネ
ス
は
、
不
正
競
争
者
が
獲
得
し
た
財
産
的
利
益
に
対
す
る
不
当
利

得
返
還
請
求
権
を
、
そ
の
利
益
が
過
去
に
被
害
者
の
財
産
中
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
が
正
当
化
事
由
な
く
侵
害
者
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
は
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
た
め
、
違
法
性
説
を
採
用
す
る
（H

aines, a.a.O
., S.49

）。

K
öhler, a.a.O

., SS.176-177.
ハ
イ
ネ
ス
に
よ
る
と
、「
商
標
侵
害
お
よ
び
不
正
競
争
に
よ
っ
て
法
に
違
反
し
た
者
は
、
大
抵
の
場
合
、
任
意
に
譲
渡
で
き
る
財
産
客
体

で
は
な
く
、
そ
の
人
格
に
結
び
付
い
て
い
て
、
例
外
的
な
場
合
に
ど
う
に
か
『
移
転
可
能
な
』
─
個
々
に
解
明
さ
れ
る
べ
き
─
財
産
的
利
益
を

獲
得
し
て
い
る
」、「『
譲
渡
』
や
『
移
転
』
を
有
意
味
に
語
り
得
る
の
は
、
権
利
侵
害
者
が
他
人
の
財
貨
の
利
用
に
つ
き
、
侵
害
が
な
け
れ
ば

被
侵
害
者
が
有
し
て
い
た
の
と
全
く
同
一
の
可
能
性
を
実
現
で
き
た
場
合
の
み
で
あ
る
」（H

aines, a.a.O
., S.35, S.39

）。

潮
見
も
、「
利
益
吐
き
出
し
」
に
関
連
し
て
で
は
あ
る
が
、「
侵
害
者
利
益
と
、
権
利
者
に
本
来
帰
属
す
べ
き
利
益
と
は
、
同
義
で
な
い
」、

「『
奪
わ
れ
た
市
場
機
会
』
と
等
価
と
言
え
る
の
は
『
得
べ
か
り
し
使
用
料
相
当
額
』
で
あ
っ
て
、
侵
害
者
利
益
は
せ
い
ぜ
い
使
用
料
相
当
額

を
推
定
す
る
も
の
以
上
に
出
な
い
」
と
述
べ
る
（
潮
見
・
前
掲
注
（
40
）
二
六
四
頁
、
二
六
六
頁
）。
フ
ル
ニ
エ
も
、
不
当
利
得
に
基
づ
く
収

益
返
還
請
求
権
と
不
法
行
為
に
基
づ
く
逸
失
利
益
損
害
賠
償
請
求
権
と
で
額
が
異
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（Fournier, a.a.O

., S.212

）。

Ernst-Joachim
 M

estm
äcker, Eingriffserw

erb und Rechtsverletzung in der ungerechtfertigten Bereicherung, JZ 
1958, S.526. 

ベ
ー
ム
に
よ
る
と
、
個
別
の
競
争
で
勝
敗
〔
利
用
成
果
の
帰
属
先
〕
を
決
め
る
の
は
顧
客
の
自
由
意
思
で
あ
る
か
ら
、
最
良
の

供
給
者
で
あ
っ
て
も
勝
利
に
対
す
る
法
的
請
求
権
を
持
た
な
い
。
だ
か
ら
、
営
業
権
は
絶
対
権
と
し
て
保
護
さ
れ
な
い
（Franz Böhm

, 
W

ettbew
erb und M

onopolkam
pf: Eine U

ntersuchung zur Frage des w
irtschaftlichen K

am
pfrechts und zur Frage der 

rechtlichen Struktur der geltenden W
irtschaftsordnung, 1933, S.261, SS.266-268, S.285, S.290. 

村
上
淳
一
『
ド
イ
ツ
市
民
法
史

〔
新
装
版
〕』〔
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
四
〕
三
二
五
頁
も
参
照
）。
そ
の
ほ
か
、Raiser, JZ 1961, S.472; K

leinheyer, JZ 1970, 
S.472, S.477; Reuter/M

artinek, a.a.O
., SS.259-260; Fournier, a.a.O

., S.18, S.45, SS.56-57; Ebert, a.a.O
., S.78, SS.80-81 

も
参
照
。

Reuter/M
artinek, a.a.O

., SS.274-275.

広
中
・
前
掲
注
（
94
）
五
頁
、
九
頁
（
傍
点
は
原
文
）。
原
島
重
義
は
、
収
益
の
排
他
的

0

0

0

帰
属
を
保
障
す
る
一
種
の
な
わ
ば
り

0

0

0

0

を
認
め
る

と
「
独
占
」
の
法
的
保
護
と
な
る
と
い
う
（
原
島
・
前
掲
注
（
96
）
五
三
五
頁
〔
傍
点
は
原
文
〕）。

（
128
）

（
129
）

（
130
）

（
131
）

（
132
）

（
133
）

（
134
）
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長
野
・
前
掲
注
（
113
）
一
一
二
頁
も
、「
あ
る
権
利
の
利
用
・
処
分
か
ら
ど
れ
だ
け
の
利
益
が
得
ら
れ
る
か
は
、
市
場
や
景
気
の
動
向
等

の
諸
事
情
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
蓋
を
開
け
て
み
る
ま
で
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
ベ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、Böhm

, a.a.O
., S.266

を
参
照
。

競
争
秩
序
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
既
出
の
文
献
以
外
に
も
、
ラ
イ
ザ
ー
の
制
度
保
護
論
（
根
本
・
前
掲
注
（
78
）
一
七
〇
～

一
七
二
頁
と
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
を
参
照
）
や
、
競
争
秩
序
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
「
自
由
で
公
正
な
市
場
か
ら
財
を
取
得
す
る

利
益
」
は
、
個
人
の
排
他
的
・
独
占
的
支
配
に
親
し
ま
ず
、
不
特
定
多
数
の
市
民
の
利
益
に
均
霑
す
る
一
方
で
、
特
定
の
個
人
に
対
し
て
も
一

定
の
利
益
を
割
り
当
て
る
と
す
る
吉
田
克
己
の
見
解
（
吉
田
・
前
掲
注
（
88
）
四
二
～
四
三
頁
）
な
ど
、
検
討
課
題
は
多
い
。

長
野
・
前
掲
注
（
113
）
一
〇
六
頁
注
（
43
）
で
、「
身
体
（
労
働
力
）
の
利
用
に
よ
る
利
益
は
身
体
『
所
有
者
』
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
記
述
（
橋
本
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
二
四
頁
［
大
久
保
］、
典
拠
はFranz-Stefan M

eissel, Geschäftsführung ohne 
A

uftrag, 1993, SS.196-197 
で
あ
る
）
を
引
用
し
て
頂
い
た
が
、
ご
指
摘
の
通
り
、
そ
こ
で
想
定
し
て
い
た
の
は
利
用
可
能
性
の
割
当
で
あ

る
。

橋
本
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
二
八
頁
［
大
久
保
］
で
主
張
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
川
角
・
前
掲
注
（
34
）
二
一
〇
～
二
一
五
頁

な
ど
を
参
考
に
し
た
。
前
掲
注
（
122
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
長
野
も
利
得
消
滅
の
抗
弁
を
認
め
て
い
る
。
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
、Susanne 

W
ürthw

ein, Schadensersatz für V
erlust der N

utzungsm
öglichkeit einer Sache oder für entgangene Gebrauchsvorteile?: 

zur D
ogm

atik des Schadensersatzrechts, 2001, SS.173-178 

を
参
照
。

橋
本
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
一
四
～
一
五
頁
［
大
久
保
］
で
主
張
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、Larenz/Canaris, a.a.O

., SS.278-
279; 

森
田
宏
樹
「
特
許
権
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
規
定
の
改
正
の
方
向
─
実
体
法
の
観
点
か
ら
の
立
法
論
的
検
討
」『
知
的
財
産
侵

害
に
対
す
る
損
害
賠
償
・
罰
則
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』〔
知
的
財
産
研
究
所
・
一
九
九
八
〕
四
八
～
五
〇
頁
、
藤
原
『
不
当

利
得
法
』
二
三
六
頁
、
田
村
・
前
掲
注
（
115
）
二
二
一
～
二
三
〇
頁
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

物
権
に
つ
い
て
も
、
万
人
の
受
忍
義
務
の
反
射
（
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
著
／
長
尾
龍
一
訳
『
純
粋
法
学 

第
二
版
』〔
岩
波
書
店
・
二
〇
一

四
〕
一
二
八
～
一
三
〇
頁
）、
万
人
の
義
務
が
対
応
す
る
消
極
的
請
求
権
の
多
数
の
集
合
（
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
〔
奥
田
・
前
掲
注
（
96
）
三

〇
頁
、
一
七
七
頁
〕）
と
捉
え
る
説
が
あ
る
。

田
村
・
前
掲
注
（
90
）
二
～
四
頁
。
田
村
善
之
『
ラ
イ
ブ
講
義 

知
的
財
産
法
』〔
弘
文
堂
・
二
〇
一
二
〕
四
〇
～
四
一
頁
は
、
人
の
行
為

（
135
）

（
136
）

（
137
）

（
138
）

（
139
）

（
140
）

（
141
）
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か
ら
分
離
し
た
知
的
創
作
「
物
」
を
観
念
す
る
こ
と
に
対
す
る
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

2
で
引
用
し
た
、
中
山
・
前
掲
注
（
87
）
二
七
六
頁
（
直
接
的
に
は
、
情
報
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
）。

原
島
・
前
掲
注
（
96
）
一
七
頁
（
一
般
的
な
予
防
的
不
作
為
の
訴
え
と
い
う
法
的
保
護
の
前
提
に
は
主
観
的
権
利
が
あ
る
と
見
る
可
能
性

も
出
て
く
る
）。

特
許
権
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、Reuter/M

artinek, a.a.O
., SS.271-275; 

田
村
・
前
掲
注
（
115
）
一

〇
三
～
一
一
七
頁
を
参
照
。

商
標
権
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
状
況
は
、Reuter/M

artinek, a.a.O
., SS.275-279; 

原
島
・
前
掲
注
（
96
）
一
八
頁
、
長
谷
川
・
前

掲
注
（
30
）
三
〇
五
頁
で
概
観
で
き
る
。
不
当
利
得
を
離
れ
た
一
般
的
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
『
商
標
法
の
理
論
』
を
参
照
。

前
提
問
題
と
し
て
、
各
種
の
他
物
権
や
人
格
権
に
い
か
な
る
権
限
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
営
業
権
が
ド
イ

ツ
民
法
八
二
三
条
一
項
に
い
う
絶
対
権
に
当
た
る
か
と
い
う
議
論
（
錦
織
成
史
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
営
業
保
護
の
法
発
展
（
上
）（
下
）
─
─

判
例
に
み
る
民
事
不
法
二
元
論
の
一
局
面
─
─
」
判
タ
三
五
二
号
〔
一
九
七
七
〕
二
頁
以
下
、
三
五
三
号
〔
一
九
七
八
〕
一
一
頁
以
下
、
和
田

真
一
「
ド
イ
ツ
の
不
法
行
為
法
に
お
け
る
権
利
論
の
発
展
㈠
㈡
㈢
・
完
─
─
判
例
法
上
の
営
業
権
を
中
心
と
し
て
─
─
」
立
命
館
法
学
二
〇
四

号
一
七
八
頁
以
下
、
二
〇
七
号
五
九
三
頁
以
下
、
二
〇
八
号
七
一
九
頁
以
下
〔
一
九
八
九
〕）
も
こ
れ
に
関
係
す
る
。

根
本
・
前
掲
注
（
78
）
四
二
一
～
四
二
二
頁
、
四
二
八
～
四
二
九
頁
は
、
差
止
請
求
権
に
つ
い
て
も
同
様
の
作
業
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
（
根
本
が
依
拠
す
る
ピ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
同
二
〇
四
～
二
〇
六
頁
）、
そ
の
際
、
不
当
利
得
と
も
類
比
し
て
い
る
。

所
有
権
の
「
絶
対
性
」「
排
他
性
」「
不
可
侵
性
」
等
に
つ
い
て
は
、
七
戸
克
彦
「
所
有
権
の
『
絶
対
性
』
概
念
の
混
迷
」
山
内
進
編
『
混

沌
の
な
か
の
所
有
』〔
国
際
書
院
・
二
〇
〇
〇
〕
二
三
一
頁
以
下
を
参
照
。

「
相
対
的
な
割
当
内
容
」
を
語
る
フ
ル
ニ
エ
は
、
侵
害
利
得
の
要
件
と
し
て
、
不
当
利
得
当
事
者
の
関
係
に
お
い
て
財
貨
・
権
限
の
割
当

が
確
定
で
き
る
こ
と
を
要
求
す
る
（Fournier, a.a.O

., S.76, S.124, A
nm

.518, SS.145-146, SS.203-204

）。

水
津
太
郎
は
、
物
権
と
債
権
と
の
区
別
に
つ
き
、
①
物
上
性
と
対
人
性
、
②
絶
対
性
と
相
対
性
と
い
う
二
つ
の
軸
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
が
（
水
津
太
郎
「
民
法
体
系
と
物
概
念
」
吉
田
克
己
＝
片
山
直
也
編
『
財
の
多
様
化
と
民
法
学
』〔
商
事
法
務
・
二
〇
一
四
〕
六
九
頁
）、
こ

の
区
別
に
よ
る
と
、
橋
本
の
ⓐ
排
他
独
占
性
は
①
の
物
上
性
に
対
応
す
る
た
め
、
絶
対
性
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

『
新
注
釈
民
法
⒂
』
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
［
橋
本
佳
幸
］。
ⓐ
ⓑ
ⓒ
と
傍
点
は
大
久
保
に
よ
る
。

（
142
）

（
143
）

（
144
）

（
145
）

（
146
）

（
147
）

（
148
）

（
149
）

（
150
）

（
151
）
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論　　　説

『
新
注
釈
民
法
⒂
』
三
〇
一
頁
［
橋
本
］。

田
村
・
前
掲
注
（
90
）
二
一
頁
。
水
津
・
前
掲
注
（
150
）
七
〇
頁
、
七
八
頁
も
同
旨
。

Fournier, a.a.O
., SS.85-86 

に
問
題
の
所
在
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
競
争
法
の
保
護
対
象
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
議
論
に
関
し
て
は
、

Fournier, a.a.O
., SS.94-107 

を
参
照
。

こ
の
問
い
は
、
不
当
利
得
法
で
は
な
く
、
財
貨
帰
属
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
（H

üffer, JuS 1981, S.263

）。

（
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）
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）

（
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）

（
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）
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